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全学 FD 研修［基本編］ 

 

「学生を中心とした 

教育をすすめるために」 

-ユニバーシティ・アイデンティティーを考える- 

 

 

 

 

 

 

期 日：令和 5 年 4 月 4 日（火） 

会 場：当別キャンパス［ZOOM 開催］ 

 



はじめに 

   北海道医療大学 全学 FD 委員⾧ 

荒川俊哉 

 

本年度の新任教員を対象とした FD 研修会（基本編）が、４月４日に開催されました。今

回もここ数年と同様、「学生を中心とした教育をすすめるために」をメインテーマに、午前

中に浅香学⾧の講話と蔵満委員による授業の進め方のレクチャーを、午後に「ユニバーシテ

ィー・アイデンティティーを考える」をサブテーマとしたワークショップが行われました。

コロナ禍で行う FD 研修会も 4 年目となり、ZOOM のブレイクアウトルームを使ったワー

クショップもすっかり定着いたしました。また、ジャムボードを使ったオンラインディスカ

ッションを利用したグループがでるなど、教員のＩＴリテラシーも益々向上してきている

ように感じました。更に今回は若い新任の教員のために「大学教員の仕事と心構え」、「助教

の職務」、「ユニバーシティー・アイデンティティーの定義」などについての事前レクチャー

を行ったことから、午後からのワークショップがよりスムーズに行う事ができたと思いま

す。本年度も充実した、ワークショッププロダクトが出来上がりました。新任の教員の皆様

には、この経験をこれからの教育に十分にいかして頂ければ幸いに存じます。 
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令和５年度 全学ＦＤ研修＜基本編＞ 

 

 

メインテーマ：「学生を中心とした教育をすすめるために」 

＊サブテーマ：「ユニバーシティ・アイデンティティーを考える」 

 

主   催：北海道医療大学全学ＦＤ委員会 

日   時：令和５年４月４日（火） 10：00～16：00 

会   場：Zoom 

参加対象者：2023 年度新規採用(4月 1日付)教員及び 

2022 年度中途採用(4 月 2日付以降)教員：計 18 名 

運 営 委 員：令和 4 年度の全学 FD委員 

FD 委員長：歯学部 荒川教授 

FD 委員：薬学部：小島教授、歯学部：會田教授 

看護福祉学部：守田教授、塚本教授、心理科学部：百々教授 

リハビリテーション科学部：鎌田教授、中川教授 

医療技術学部：藏滿教授、坊垣教授 

全学教育推進センター：鈴木准教授 

歯科衛生士専門学校：千葉専任教員 

講  師：浅香学長、藏滿教授（FD 委員） 

事務担当：高見事務局次長、茂庭学務部次長、橋本教務企画課員 

 

【趣旨】 

本学の教職員一人ひとりが自主性・創造性を発揮することにより「学生中心の教育」並びに「患者

中心の医療」を推進しつつ、「21 世紀の新しい健康科学の構築」を追究することが本学の行動指針で

ある。その実現のためにＦＤ研修会を開催し、教授法の開発改善を行うとともに「教育力」を高める

ことを本研修会の趣旨とする。 

 

【目標】 

１）本学の教育の三方針、アドミッション・ポリシー、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリ

シーを理解し、本学の「ユニバーシティ・アイデンティティー」とは何かを考える。 

２）講義を行う上での様々な注意点や留意点を理解する。 

 

【研修形態】 

１）能動的体験型研修とする。 

２）肩書なしの対等な意見交換をする。 

３）建設的な意見交換から建設的対応策を生み出す。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

 

2



 
 

 
 

 

【スケジュール概要】 
 

時間 内容 担当者 

9:50 

10:00 

10:00-10:10 

 

 

10:10-11:00 

 

 

 

 

11:05-11:35 

 

 

 

11:35-12:40 

 

12:40～ 

12:40-13:00 

 

 

 

 

13:00-14:50 

 

 

 

 

 

 

14:50-15:00 

 

15:00-15:50 

 

 

 

15:50-15:55 

 

15:55-16:00 

        

参加者集合 

開会 

≪開会挨拶とオリエンテーション≫            

・研修の意義と進行内容の説明 

 

≪講話≫ 

医療系総合大学教員としての使命と目標 

-新医療人育成の北の拠点を目指して- 

 

 

≪レクチャー≫ 

・当大学の理念・目標・方針に基づく授業 

～基本的な確認事項について～ 

 

昼 食・休 憩 

 

≪ワークショップ≫ 

＊ワークショップテーマの説明 

＊プロダクトの作成作業について 

＊ワークショップのすすめ方 

＊ブレイクアウトルームの説明 

 

≪ブレイクアウトルーム入室≫ 

＊自己紹介、役割分担(進行・記録・発表)の決定(10 分) 

＊グループ討論（100 分） 

「テーマ：本学のユニバーシティ・ 

アイデンティティーに即した教育法」 

 

 

休 憩 

 

発 表（発表・質疑応答 10 分×4 グループ） 

 

 

 

総評 

 

アンケート記入・閉会 

 

【進行：荒川委員長】 

≪荒川委員長≫ 

 

 

≪浅香学長≫ 

 

 

 

 

≪藏滿委員≫ 

 

 

 

 

 

【午後進行：中川委員】 

【説明：鈴木委員】 

 

＜ファシリテーター＞ 

各グループ 3 名以上 

A グループ 

(會田、百々) 

B グループ 

(小島、鎌田、鈴木) 

C グループ 

(守田、中川、千葉） 

D グループ 

(塚本、坊垣) 

 

 

【発表進行：坊垣委員】 

 

【午後進行：中川委員】 

 

≪荒川委員長≫ 
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氏名 職位 ﾌﾘｶﾞﾅ 学部 グループ

1 江上佳那 助教 エガミカナ 歯学部 Ａ

2 岡田悠之介 助教 オカダユウノスケ 歯学部 Ｂ

3 金山裕望 助教 カネヤマユミ 心理科学部 Ａ

4 上河邉　力 助教 カミコウベチカラ 心理科学部 Ｂ

5 ギリ．サリタ 特任助教 ギリ．サリタ 先端研究推進センター Ｄ

6 煙山修平 助教 ケムリヤマシュウヘイ 歯学部 Ｃ

7 郷　賢治 助教 ゴウケンジ 歯学部 Ｄ

8 進藤つぐみ 助教 シンドウツグミ 薬学部 Ｂ

9 関　有里 助教 セキユウリ 歯学部 Ｂ

10 藤田尚正 助教 フジタナオマサ 歯学部 Ａ

11 古川えり 助教 フルカワエリ 看護福祉学部 Ｃ

12 蓑輪映里佳 助教 ミノワエリカ 歯学部 Ｄ

13 柳生一自 教授 ヤギュウカズヨリ 心理科学部 Ｄ

14 山中大寛 助教 ヤマナカマサヒロ 歯学部 Ｃ

15 横関健治 助教 ヨコゼキケンジ 歯学部 Ａ

16 依田泰知 助教 ヨダタイチ リハビリテーション科学部 Ａ

17 米田龍大 助教 ヨネタリュウタ 全学教育推進センター Ｂ

18 若松千裕 助教 ワカマツカズヒロ リハビリテーション科学部 Ｃ

参加者合計：18

令和4年度全学FD研修　基本編　参加者名簿 (五十音別）
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主催：全学FD委員会

学生を中心とした教育を
進めるために

2023年４月４日（火） Zoom研修会

2023年度 全学FD研修
＜基本編＞

サブテーマ
ユニバーシティ・アイデンティティーを考える

研修会開催の趣旨

本学の教職員一人ひとりが自主性・創造性を発

揮することにより「学生中心の教育」並びに「患

者中心の医療」を推進しつつ、 「21世紀の新し

い健康科学の構築」を追究することが本学の行動

指針である。

その実現のためにＦＤ研修会を開催し、教授法

の開発改善を行うとともに「教育力」を高めるこ

とを本研修会の趣旨とする。

研修の目標

１）本学の教育の三方針、アドミッション・ポリシー（入
学者受入れの方針）、ディプロマ・ポリシー（学位授与
の方針）、カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実
施の方針）を理解する。

２）大学教員としての自覚を持って、どのように講義を行
うのかを理解し、またその際の様々な注意点や留意点を
理解する。

３）本学の「ユニバーシティ・アイデンティティ—」とは
何かを考える。

研修会スケジュール
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研修会スケジュール

9：40 FD委員集合

9：50 参加者集合 午前進行／荒川委員長

10：00 開会、委員長あいさつ（研修の趣旨、目的） 荒川委員長
スケジュール確認ほか

10：10 講話：「医療系総合大学教員として使命と目標～新医療人育成の北の拠点を目指して～」 浅香 正博 学長

11：05 レクチャー：「北海道医療大学の三方針と特徴、授業を行うに当たって」 鎌田委員

1１：35 昼 食・休 憩

午後全体進行／＊＊委
員
12：40 参加者集合

ワークショップ作業解説 ＊＊委員
ワークショップの進め方・ブレイクアウトルームについて ＊＊委員

13：00 ワークショップ 「本学のユニバーシティアイデンティティに即した教育法」
アイスブレーキング（自己紹介）、役割分担（リーダー・記録・発表など）を決める時間を含む

14：50 休 憩

15：00 発 表（１グループ １０分）

15：50 総評 荒川委員長

15：55 アンケート提出 閉会

午前進行：荒川委員長

荒川委員長

浅香 正博 学長

藏滿委員

午後進行:中川委員

鈴木委員

発表進行：坊垣委員

荒川委員長

FD委員集合（通信状態等チェック）
参加者集合
開会、委員長あいさつ／スケジュール確認ほか
学長講話：
「医療系総合大学教員として使命と目標

～新医療人育成の北の拠点を目指して～」
レクチャー：
「当大学の理念・目標・方針に基づく授業

～基本的な確認事項について～」
昼休憩
参加者集合
ワークショップ作業解説
ワークショップの進め方、ブレイクアウトルームについて等
ワークショップ
「本学のユニバーシティアイデンティティに即した教育法」
（自己紹介、役割分担（記録・発表等）を決める時間を含む）
休 憩
発 表（１グループ １０分）
総評・アンケート提出
閉会

9：40
9：50

10：00
10：10

11：05

11：35
12：40

13：00

14：50
15：00
15：50
16：00

スケジュールは配布済みのファイルもご確認ください

研修会スタッフ

研修会スタッフ

学長 浅香正博

FD委員長 荒川俊哉 歯学部教授

FD委員 小島弘幸 薬学部教授

會田英紀 歯学部教授

守田玲菜 看護福祉学部教授

塚本容子 看護福祉学部教授

百々尚美 心理科学部教授

鎌田樹寛 リハビリテーション科学部教授

中川賀嗣 リハビリテーション科学部教授

藏滿保宏 医療技術科学教授（レクチャー担当）

坊垣暁之 医療技術学部教授

鈴木喜一 医療技術学部／全学教育推進センター准教授

千葉利代 歯科衛生士専門学校専任教員

事務局 高見裕勝 事務局次長

茂庭智広 学務部次長、教務企画課 橋本悠平

研修会参加者
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2023年度全学FD研修（基本編） 参加者

看護福祉学部薬学部

Ｃ古川えりＢ進藤つぐみ

心理科学部歯学部

Ａ金山裕望Ａ江上佳那

Ｂ上河邉 力Ｂ岡田悠之介

Ｄ柳生一自Ｃ煙山修平

リハビリテーション科学部Ｄ郷 賢治

Ａ依田泰知Ｂ関 有里

Ｃ若松千裕Ａ藤田尚正

全学教育推進センターＤ蓑輪映里佳

Ｂ米田龍大Ｃ山中大寛

参加者内訳Ａ横関健治

５学部１センター１研究所 １８名先端研究推進センター

ＤGIRI Sarita

参加者のグループ分け
DCBA

郷 賢治（歯煙山修平（歯進藤つぐみ（薬江上佳那（歯

蓑輪映里佳（歯山中大寛（歯岡田悠之介（歯藤田尚正（歯

柳生一自（心古川えり（看関 有里（歯横関健治（歯

GIRI Sarita（先研若松千裕（リハ上河邉 力（心金山裕望（心

米田龍大（全セ依田泰知（リハ

グループ担当ファシリテーター

塚本委員守田委員小島委員會田委員

坊垣委員中川委員鎌田委員百々委員

千葉委員鈴木委員

※荒川委員長は、各グループを巡回

講 話

北海道医療大学 学長

浅香 正博
医療系総合大学教員として使命と目標

～新医療人育成の北の拠点を目指して～

レクチャー

当大学の理念・目標・方針に基づく授業
～基本的な確認事項について～

藏滿保宏
医療技術学部教授 FD委員
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昼食・休憩

午後の再集合時間 ： 12：40

（時間厳守）

２分前には再入室をお願いします

ワ―クショップの進め方
プロダクトの作成について

担当:鈴木委員（全学教育推進センター・FD委員）

2023年度 全学FD研修 ＜基本編＞

2023年4月4日（火曜日）Zoom研修会

主催:全学FD委員会

ワークショップテーマ 説明①

本学のユニバーシティ・アイデンティティ—
（UI）に即した教育法

大学を取り巻く環境は、ユニバーサル化
(※)

と少子化に
よる存続競争が激化する状況です。
そこで、本学の理念や方針等から、特徴的なUIを考
察し、学内外に対しその特徴を印象付ける具体的な
教育法（教育効果の高い授業の進め方や新たなスタ
イル）の展開について議論してください。

※ユニバーサル化：進学率が５０％以上となった段階

本学の理念や教育の三方針、3つのポリシー
（※）

を理
解し、本学のUIとは何かを考える。

ワークショップテーマ 説明②

その上で

■本学のUIとなりうる本学の良さ、特長を洗いだす。

■本学のUIとなりえる特徴を念頭におき、戦略的に

アピールできる｢学生を中心とした教育｣を考える。

■戦略的にアピールできる「学生を中心とした教育」

の手法を具体的に示す。

（※）アドミッション、ディプロマ、カリキュラムの各ポリシー）
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作業解説

プロダクト作成の作業ステップを例示します
（いろいろな進め方があると思いますので進め方の一例として参考にしてください）

＜step1＞

【課題を具体的に定義する】

議論を効率的に進めるには、課題を具体的に定
義し、スタート地点をしっかり共有することで議論
がまとまりやすくなます。

＜step2＞

【アイデアを出し議論する】

グループ内で検討するテーマに対するアイデアを
引き出し、議論を活発にします。
ポイントは、

・出てきたアイデアを否定しない
・傾聴する
・議論に参加できないメンバーには話を振る

（アイデアの質は後で検討するのでここでは気にしません）

＜step3＞

【アイデアを分類し選択する】

出されたアイデアを分類することは、アイデアの良
し悪しを議論するよりも効率的になります。

次に、グループのプロダクトとするアイデアを選択
します。選択の方法としては、「評価軸（※）」を決めて
選択していく方法があります。

（※）評価軸：例えば、実行性や効果、かかる費用や時間・・・など
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＜step4＞

【アイデアの詳細を詰めてまとめる】

自由に出されたアイデアは細部がつめられていな
いので、グループのプロダクトにするために、以下
の点を詰めていきます。
1.誰が、2.どこで、3. どんな風に、4.誰に対して、
5.どんなタイミングで、6.なぜそれをやるのか
・・・いわゆる5W1Hです。

＜step5＞

【グループ発表】

発表では、以下のポイントを意識します。

◇最終的な結論を一言で表現する（40文字以内）
◇なぜその方法を選んだのか（理由・基準）
◇具体的なアイデアの内容（実行方法・アイデア

の詳細）
◇アイデアの実行による結果（生じる利益・利点）

■プロダクトの発表資料の作成には、パワーポイント、
ワードなどを使用してください。

（プロダクト作成に使用するアプリ等は問いません）

■作成したプロダクトは、本研修会終了後、全学ＦＤ
委員会に提出してください。

提出方法は問いません。
→メールの場合は、fd-kensyu@hoku-iryo-u.ac.jp
→USBメモリなどに保存して提出の場合は、学務部教務企画課／ＩＲ課

学生中心とした教育をすすめるために、UIを念頭にお
いて、より教育効果の高い授業の進め方や新たなスタ
イルを提案してください。

＜プロダクトのまとめと発表方法＞

言葉の説明（補足）
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ディプロマ・ポリシー（DP）

学位授与方針
◇ディプロマ・ポリシーに盛り込むべきポイント

①学生が身に付けるべき資質目標・能力目標の明確化。

②「何ができるようになるか」に対し、卒業認定，学位授与
に必要な学修成果を具体的に示す。

③策定においては、学生の進路に資するよう社会における顕
在・潜在ニーズも十分に踏まえる。

中央教育審議会大学分科会大学教育部会（平成28年3月31日）より

カリキュラム・ポリシー（CP）

教育課程の編成・実施方針
◇カリキュラム・ポリシーに盛り込むべきポイント

①ディプロマ・ポリシー(DP)を踏まえた教育課程の編成、学
修方法・学修過程，学修成果の評価方法等を具体的例示。

②能動的学修，大学教育の質的転換に向けた取組の充実。

③DPに基づく体系的な教育課程の構築に向けた，初年次教
育，教養・専門教育，キャリア教育等，多面的観点から検討。

④多様な入学者が自ら学修計画を立て，主体的な学びを実践でき
るような観点をもった初年次教育の充実。

中央教育審議会大学分科会大学教育部会（平成28年3月31日）より

アドミッション・ポリシー（AP）

入学者 受入方針
◇アドミッション・ポリシーに盛り込むべきポイント

①各大学の強み、特色や社会的な役割を踏まえつつ、大学教
育を通じてどのような力を発展・向上させるのか。 

②入学者に求める能力は何か。 

③入学者選抜において、高等学校までに培ってきたどのよう
な力を、どのように評価するのか。(どのような要素に比重
を置くのか、どのような評価方法を活用するのかなど) 

文部科学省高等教育局大学振興課大学入試室資料（平成27年3月）より

ユニバーシティ・アイデンティティ

「大学がイメージの統一を図り、その組織の存在を人々に
印象付けて組織の内外ともに活性化を図るための行為」

ビジュアル・アイデンティティ（VI）：大学が社会に送り出すあらゆるもの
（研究・教育に関する情報と人、サービス、設備、広告、校章に至るまで）
をシンボルやデザインによって統一性や計画的多様性を持たせる

マインド・アイデンティティー（MI）：新たな教育理念の確認・確立、目
標設定、長期的戦略計画の立案、内部資源の再評価・再編成などが行われる

ビヘイビア・アイデンティティー（BI）：大学の理念、機能、役割を社会に
向かって明確に示し、その存在理由を主張し、社会と組織内部の支持と理解
を求める

その結果を踏まえた外部への情報発信を中心とするコミュニケーション活動
で、実態とイメージの一体化をはかる統合された組織行動

日経広告研究所1994;17-18
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関連の参考資料

本学の基本方針
http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/about/philosophy/basic-policy
教育理念・目的・目標
http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/about/philosophy/rinen/
行動指針
http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/about/philosophy/guideline/
大学の三方針（ディプロマ、カリキュラム、アドミッションの各ポリシー）
http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/about/philosophy/policy/
シラバス（学部別にサイトが用意されています）
http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/for/student/syllabus/
学生便覧（学生便覧の後半に北海道医療大学学則が掲載されています）

http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/for/student/gakuseibinran/
学校法人東日本学園 中期計画
http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/about/summary/med-term
入試情報WEBサイト
https://manavi.hoku-iryo-u.ac.jp/
オープンキャンパス
https://sites.google.com/hoku-iryo-u.ac.jp/opencampus202303/spring

ワークショップの流れ

12：40 −13：00
・ワークショップテーマ、プロダクトの解説
・ワークショップの進め方、ブレイクアウトルームの説明

13：00 − 14：50
・ワークショップ（各グループ）

14：50 – 15：00 休憩

15：00 – 15：50 ※発表グループ交代等の時間調整含む

・発表、質疑応答（４グループ10分）

質問です。
ワークショップは初めて？

ワークショップの進め方 ワークショップとは？

・多人数を対象として、参加者1人1人の
参画意識を高めるために、小グループ
に分かれて討論と作業を行い、結論を
出していく方式をいう。

・一定の時間内にある成果(プロダクト)
を生み出すという手段をとる。
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ワークショップとは？

参加者参加者

参加者

参加者

参加者

参加者

参加者

参加者

サ
ポ
ᶌ
ト

↓
PRODUCT

PROBLEM

サポート

ファシリテーター

ディレクター
（FD委員長）

ワークショップの流れ

１．プレナリーセッション
全 体 :導入講義・課題の確認

２．スモールグループディスカッション（約100分）

グループ別:課題について討論・プロダクト作成

３．プレゼンテーション（1グループ10分）

グループ別:発表・質疑応答

ワークショップの要件

1. 全てのメンバーが積極的な参加者になる
2. 参加者全員が Resource Person(主役)
3. 積極的に建設的、前向きな意見を述べる
4. どんな質問･意見でも無意味ではない
（良否の判断はしない。自分と異なる意見でも，まずは｢な
るほど～｣と頷き,もう少し深く尋ねてみる等）

5. あらかじめ決まった正解はない
6. 先生はいない
7. 時間を守る

これは歓迎しません… (+o+)イラスト：富士研WSスライドより
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こんな感じで !(^^)!

コンセンサス

イラスト：富士研WSスライドより

スモールグループディスカッション

1. 参加者の自己紹介(1人1分程度)
(氏名・所属と併せて,時間があれば,私のいち
押し,｢実は私○○です」,Good&New[24時間
以内にあった”良かったこと(Good)”や”新しい
発見(New)”]などを交えた自己紹介も行ってみてください)

2. 役割分担（リーダー・記録・発表）

3. グループ討論
・発表内容の確認

役割分担
進行・・・・・・・・ [ ]

 グループ討論時の司会進行を行う。
書記・ＰＣ入力・・・ [ ]

 グループ討論時、Zoomで画面共有しながらＰＣ入力
（書記）を行う（プロダクト作成）
 作成したプロダクトはPC等に保存（終了後提出）。

発表者・・・・・・・ [ ]
 全体発表時にグループプロダクトをZoomで画面共有し

て、発表を行う。

ファシリテーター（FD委員）
 グループ討論･作業が効率的に進むようにサポートする。
 グループ討論のタイムキーパーも行う。

Zoomのブレイクアウトルームとは

ホスト
（荒川委員長）

複数のグループに分割（例示は4グループ）

導入講義・全体説明・発表時等 スモールグループディスカッション

Group C Group D

Group A Group B

（図：山田作成）

参加者，委員

【参加】
ボタンを
押してく
ださい

自動で全
体に戻り
ます
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休憩

グループ発表の開始 ： 15：00

（時間厳守）

14：58 までにお集まりください。

グループ発表

総 評

（全学FD委員会 委員長）

アンケート

研修の評価
皆さんの感想をお聞かせください

（上記QRコード又はチャットに送信されたURLを利用してください）

！アンケートの回答をもって終了です！
お疲れさまでした
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医療系総合大学教員としての使命と目標

新医療人育成の北の拠点を目指して

北海道医療大学 学長
浅香正博

薬学部（1974）大学院薬学研究科（1978）

歯学部（1978）大学院歯学研究科（1988）

看護福祉学部（1993）大学院看護福祉学研究科（1997）

心理科学部（2002）大学院心理科学研究科臨床心理学専攻（2004）・
言語聴覚学専攻（2006）

歯学部附属歯科衛生士専門学校 （1984）

健康科学研究所（2002）※現：先端研究推進センター

大学教育開発センター（2007）※現：全学教育推進センター

リハビリテーション科学部（2013）

本学の沿革

学校法人東日本学園設立（１９７４）

2019年度から、医療技術学部として臨床検査学
科が設置された。
これにより北海道医療大学は6学部9学科を有す
る日本でも有数の規模の医療系大学となった。

学生数・教員数

●教員１人あたりの学生数 10.7名

(2021年5月1日現在)

■ 薬 学 部

■ 歯 学 部

■ 看護福祉学部

■ 心 理 科 学 部

リハビリテーション
科学部

学生数 教員数 教員１人あたりの学生数

1,026名

426名

642名

263名

821名

67名

101名

67名

18名

48名

15.3名

4.2名

9.6名

14.6名

17.1名

学部名

※言語聴覚療法学科の学生数･教員数はリハビリテーション科学部にて算出

■ 医療技術学部 201名 18名 11.2名

■

■
歯学部附属
歯科衛生士専門学校 72名 5名

北海道

在学生 3,078

卒業生 17,662

東 北
在学生

200
卒業生

989

関東・北陸
在学生 116
卒業生 1,859

関西・中部
在学生

74
卒業生

856

中国・四国
在学生 23
卒業生 245

九州・沖縄
在学生

48
卒業生

471
（単位：名）

（２０２1年５月１日現在）

外国
在学生

79
卒業生

80

在学生・卒業生の出身地分布

卒業生在学生

6,1801,002薬 学 部

3,370426歯 学 部

5,162642看護福祉学部

1,786263心 理 科 学 部

734821ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 学 部

-201医療技術学部

17,2323,379計

大学

卒業生在学生

1,61572歯科衛生士科

470-看 護 学 科

866-介護福祉学科

436-
言語聴覚士療法
（ 専 攻 ） 学 科

3,38772計

専門学校

修了生在学生

1,543167計

大学院
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本学における学生教育への対応

１ 教育の質の向上と、教育内容・方法の充実
2007年４月 大学教育の総合的検討・立案・実行す
る「大学教育開発センター」設置
2019年4月より、全学教育推進センターに名称変更

2 教員の自己評価と学生の評価
教員評価制度（2007年から実施）と評価結果の利用
学生による授業アンケート（1993年度から実施）

3 充実した学生生活の確保
Student Campus Presidents (SCP)の導入（2008
年度から実施）

北海道医療大学教育の3方針
教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・
ポリシー）

「全学教育科目」と各学部・学科の「専門教育科目」
からなる学士課程教育を組んでいる。

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
各学部・学科の教育理念・目標に沿った学士課程の

授業科目を履修し、保健・医療・福祉の高度化・専門化
に対応しうる高い技術と知識を身につけ、かつ各学部が
定める履修上の要件を満たした学生に対して「学士」の
学位を授与する。
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大学経費の問題
• ヨーロッパの高等教育機関はほとんどが国公（州）立

• アメリカでも約７５％が州立

• 日本は８０％が私立（世界の中で特異）であり学納金への依存
性が先進諸国のなかで例外的に高い

• 学納金に見合った大学側の対応が必要（学生中心の教育）

• 私立大学の収入の大半は授業料であることを忘れてはいけ
ない。

• 国から配分される運営費交付金は10億円に満たない。

• 国立大学は、東大810億円、京都大541億円、北海道大363億
円と桁違いに多い。北海道教育大は65億円、旭川医大でも54
億円給付されている。

道内私立大学経常費補助金
（令和3年度）

千円

安定した経営を維持するためには

• 授業料収入の増加または安定化が第一。

• そのためには、定員割れがあってはいけない。

• 定員割れをなくすためには多くの人が受験してくれな
くてはいけない。

• 多くの人が受験してくれるためには、魅力的な大学に
しなければいけない。

• 北海道からのみ学生が受験してくれるだけではなく、
全国から来てくれるのが理想である。

• 魅力的な大学にするために何をするべきかを教員の
方々は考えてほしい。

国家試験の合格率を上げる

• 入り口対策

入試の際、優秀な学生を集める。

医療大学のブランド性を上昇させる。

国試の合格率が高い。

特別な教育体制を構築する。

北海道だけでなく、全国から受験生を集める。

• 出口対策

国試対策をきめ細かく行う。短期間合宿など。

優秀大学の教育システムを学び応用する。

魅力的な授業を行う。
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将来目標型 48％
一般教養を身につけたい 11%
専門知識を学びたい 57%
学問・研究による真理探究 19%

近未来目標型 35％
資格免許取得、就職に有利 51%
学歴 12%

楽しみ・無目的型 18％
とくに目的はない 12%
青春をエンジョイ 12%
スポーツ・文化活動 4%
友人を得る 4%

進学目的・入学後の学習意欲

高まった 13％

かなり高まった ３％

低くなった 37％

かなり低くなった 21％

わからない 26％

大学に入って学習意欲が高まったか？進学動機

健康にとっての運動の意義
Heller教授：ニューヨーク大学メディカルセンター

• 有酸素運動は免疫系を刺激する。

• 精神機能を向上させる。

• 筋肉や骨を強化する。

• 心疾患、がん、糖尿病などの慢性疾患リス
クを低減する。

ヒトの骨や筋肉は不規則な変わった形をして
おり、この筋骨格の構造から人体は動くため
にできていることがわかる。

1日の歩数と死亡リスク
JAMA 2020 323:1151

1年に1000人あたりの

最も平均余命を延ばすスポーツは？

• スポーツによって延びた平均余命の年数

1. テニス 9.7年

2. バトミントン 6.2年

3. サッカー 4.7年

4. サイクリング 3.7年

5. スイミング 3.4年

6. ジョギング 3.2年

7. ジムでのエクササイズ 1.5年

デンマークで行われた大規模研究 Mayo Clin Proc 2018

運動をしない人とする人の比較を8577人を対象として
25年間にわたって行った。

20



健康な生活習慣とは？
JAMA Oncology 2016

1. 喫煙をしない。

2. 飲酒習慣がないか適度の飲酒

3. BMIは18.5〜27.5（170cmで53-80kg)

4. 激しい運動（無酸素運動）を週に75分以上

中程度の運動（有酸素運動）を週に150

分以上

これら4項目をすべて満足することが健康な生活
習慣と考えられる。

健康になれる生活習慣とは？

• 運動は必須であり、食事はバランスよく取る必要が
ある。

• 食事は白米は取り過ぎないこと、野菜、果物を多く
取る必要がある。

• 赤い肉類を取り過ぎない。

• タバコは吸わない。アルコールは適量を守る。

• 太りすぎない。やせすぎない。

コロナウイルスとは？

• あらゆる動物に感染するコロナウイルス科のウ
イルス。

• これまで6種類が存在した。今回のコロナウイル
スは7種類目の新種である。

• 5番目がSARS ，6番目がMERSウイルスである。

• 10-15％の風邪の原因とされている。多くの場合、
軽症でおさまる。

• 新型コロナウイルスは新たなタイプのウイルスで
感染速度や致死率などがわかっていない。

新型コロナウイルスの発生状況

• 2019年12月12日、中国の武漢で最初の感染
者が診断された。

• 2020年1月5日、感染者59名うち重症者7名。

• 1月16日、日本で初の感染者。

• 1月20日、習近平国家主席が重要指示。

• 1月23日、武漢を封鎖。571名感染、10名死亡。

• 1月28日、日本政府が感染症法の指定感染症
に指定した。
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コロナウイルス感染の経過

• 2020年2月28日、北海道が緊急事態宣言。

• 同日、北海道医療大学は3月から全学生の講義を
休講、卒業式、入学式の中止を決定。

• 3月4日、日本の感染者が1000人を超えた。

• 3月24日、WHOがCOVID-19をパンデミック指定。

• 3月24日、2020年開催予定の東京オリンピックの
延期が決定。

• 4月8日、日本で緊急事態宣言

• 2021年、3月25日、世界で1億3千万人が感染、
275万人が死亡。日本では46万人が感染、9000人
が死亡。

新型コロナウイルス感染症の年齢別致死率
中国CDCのデータを改変

％

高齢者ほど死亡率が高い。

コロナウイルスの臨床的特徴

• 呼吸器の感染が主体。肺炎を起こしやすい。

• 飛沫感染、接触感染が大半。

• 潜伏期は平均約5日、最長14日程度。

• 遷延する発熱が特徴。咳、筋肉痛、頭痛､味
覚、嗅覚障害。

• 重症例は高齢者に多く見られる。

• 重症例は高血圧、糖尿病、心疾患、ぜんそく
透析など合併症を有する人に多く見られる。

コロナウイルス感染症の診断

• 臨床的診断

臨床症状：発熱、咳、倦怠感；特異的ではない

胸部写真では診断しにくい。

胸部CTで淡い病変が見られる。

• PCR法

世界的に最も良く行われている。

偽陰性がしばしば見られる。

• 抗体測定法

これからのコロナウイルス感染診断の主流になる。

IgG抗体で既感染をチェックできる。中和抗体。
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コロナウイルス感染症の予防

• 飛沫感染と接触感染が主体。

• 3密；密閉、密集、密接を避ける。カラオケが
最悪。

• 飛沫は2m離れると感染しない。

• 部屋の湿度を上げすぎない。

• 体外へ出ると3時間くらいで死滅する。

• プラスティック表面で3日、痰や糞便で5日、
尿中では10日も生存する。

• 手指の消毒、流水による手洗いが重要。

• アルコール消毒は有効: エンベロープウイ
ルスのため確実な効果あり。

• マスクは感染防護にあまり有効ではない。

• 感染者が他人に感染させないために有効。

• 咳エチケットを守る。

コロナウイルス感染症の予防

基本的な感染予防、健康管理
～「もちこまない」「ひろげない」ための対策～

新型コロナウイルス感染症は、発症する2日前から感染
力があります。

体調の良し悪しによらずマスク、手指衛生の実施が重要
です。

健康管理による対策は、「もちこまない」「ひろげない」対
策として、現実的で継続可能な対策と考えられます。

本対応の継続によって、公欠者が今後も一定数発生し
学習計画に支障がでる可能性はあるが、運用に理解を
お願いします。

臨床実習等に関わる対応

臨床実習を行う学生、教員を対象として2020年8月より
新型コロナウイルス唾液PCR検査を実施した。

 歯学部の植原講師のグループによる献身的貢献。

約1000例に実施したが、陽性例はなし。

臨床実習等に関わる感染対策は、各学部で学習内容が
様々であることから、各学部毎に指針を作成する。

作成した指針は感染対策委員会で審議承認されてから
運用する。
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新型コロナウイルス感染の経過

• 2020年、2月28日、北海道が緊急事態宣言。

• 同日、北海道医療大学は3月から全学生の講義を
休講、卒業式、入学式の中止を決定。

• 3月24日、WHOがCOVID-19をパンデミック指定。

• 3月24日、2020年開催予定の東京オリンピックの
延期が決定。

• 欧米各国で非常事態宣言。米国で39万人が感染。

• 4月8日、日本で緊急事態宣言

• 5月の連休明けより、北海道医療大学はオンライン
授業を開始した。

• 医療大学生一人につき、5万円の自宅学修支援金
の給付を行った。

新型コロナウイルス感染症への北海道
医療大学の取り組み

• オンライン授業を主体にして講義を行った。

• 通学の際、全員がマスクをする。

• 感染を起こしやすい場所は、通学電車内、講義
室、食堂である。ここで3密を避ける。

• 唾液飛沫が感染源として重要なので、電車内
で会話を避ける。大声を出さない。

• 医療大学学生は感染に注意するだけでなく、自
分が感染源になる可能性があることを常に自
覚し行動してほしい。

• ワクチン職域接種に即手を上げた。

• わが国で最も早く10月21日より学生、教職員と
その家族に対してワクチン接種を開始した。

• 打ち手として歯科医師を90人確保できた。

• 医師、歯科医師、看護師、薬剤師など北海道
医療大学の保有する人材を駆使することで問
題なく9月29日に終了した。

• 学生、教職員を合わせてほぼ90％の摂取率で
あった。

新型コロナウイルスワクチン接種への
北海道医療大学の取り組み

Health Sciences University of 
Hokkaido

コロナワクチンの職域接種をいち早く実施

医師による問診

看護師や歯科医師
による接種 接種後の経過観察

アレルギー等対応薬剤師によるワクチン
のシリンジ充てん

医療従事者資格のある
各学部の教員による対
応

北海道医療大学における
多職種連携の実践の場で
あった
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学生に健康を守ることの大切さを教える

• 医療人になるためには健康の重要性をしっ
かりと認識する必要がある。そうでなければ
他人の健康を守ることはできない。

• 学生生活を健康に過ごせるよういくつかのア
ドバイスが必要。

• バランスの取れた食生活、適度な運動、十分
な睡眠が重要。

• 喫煙は絶対に止めよう。
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北海道医療大学の取り組み

• 北海道医療大学の学生にわが国の死因の
二大がんである肺がんと胃がんについて将
来亡くなる可能性を限りなくゼロに近づけるプ
ロジェクトを開始。

• 禁煙の徹底：肺がん予防の最重点事項

講義、パンフレットなどで周知させる。

• ピロリ菌の検査、除菌：胃がん予防が可能

新入生にピロリ菌検査を無料で行い陽性者

は除菌する。

教職員の健康を守るために

• 北海道医療大学の保健センターは教職員の健
康を守ります。

• 月曜日から金曜日まで毎日内科の医師が診療
しています。

• 水曜日は心の健康についての診療を受けるこ
とができます。

• けがや骨折にも対応できます。

• 入院が必要な場合はすぐ対応できます。

• これだけの機能を持った保健センターは北海
道医療大学のみです。

ご静聴ありがとうございました
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1

当大学の理念・目標・方針に基づく授業
～基本的な確認事項について～
医療技術学部 藏滿保宏

本日のレクチャ―の内容
（１）本学の教育理念
（２）本学が力を入れる教育成果
（３）授業を行うにあたって
（４）Google formの使い方
（５）授業の成績評価について
（６）著作権について
（７）私学共済ハンドブックについて
（８）当別キャンパスでの気分転換 2

本日のレクチャ―の内容
（１）本学の教育理念
（２）本学が力を入れる教育成果
（３）授業を行うにあたって
（４）Google formの使い方
（５）授業の成績評価について
（６）著作権について
（７）私学共済ハンドブックについて
（８）当別キャンパスでの気分転換 3

建学の理念:
「知育・徳育・体育の三位一体による医療人としての全人格の完成」

教育理念:「生命の尊重と個人の尊厳を基本として、保健と医療と福祉の連
携・統合をめざす創造的な教育を推進し、確かな知識・技術と幅広く深い教
養を身につけた人間性豊かな専門職業人を育成することによって、地域社会
ならびに国際社会に貢献する。」

教育目標
１．幅広く深い教養と豊かな人間性の涵養
２．確かな専門の知識および技術の修得
３．自主性・創造性および協調性の確立
４．地域社会ならびに国際社会への貢献

行動指針:「学生中心の教育」ならびに「患者中心の医療」を推進しつつ、
「21世紀の新しい健康科学の構築を追究すること」。

4
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求められる教員像、教員組織（抜粋）
自主性・創造性に優れ、「学生中心の教育」と「患者中心の医療」を担う

教育・研究能力を有し、地域・国際社会への貢献が可能な人材。

１．「全学教育科目」と各学部・学科の「専門教育科目」の適切なバランスと
連携を図ることが可能な適正な教員数を配置。

２．専門分野及び関連領域の研究とその研究成果を学生教育や国内外の社会へ
還元するために必要な教員を配置。
（女性33％、若手25％、外国人4％、研究補助者6％以上が目標）

３．学生への修学支援、生活支援、進路支援に関する指導・助言を適切に行う
ために必要な教員組織を整備。

４．教員の募集・採用・昇任は、透明性、公平性を担保しつつ、公募制に加え
推薦制による候補者選考も可能。

５．必要な役割分担と責任の所在を明確に定めた組織体制を整備。
６．教育・研究・社会貢献を常に念頭に置き、質の高い教育と優れた研究成果

を生むため、FD活動を組織的かつ継続的に取り組む。
5

北海道医療大学 三方針（抜粋）

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
保健・医療・福祉の高度化・専門化に対応しうる高い技術と知識、
優れた判断力と教養を身につけた学生

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
「保健と医療と福祉の連携・統合」を基本として、確かな知識と技術、
深い教養と豊かな人間性を持ち、広く社会に貢献できる専門職業人の養成
に向けた教育課程を編成

入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）
本学卒業には全学共通基盤の知識・技術・態度が必要となるばかりではなく
高度な専門性の修得が要求される。そのため、各学部学科では学位授与の
方針の要件をより効果的に達成しうる資質を持った人材を受け入れる

6

本日のレクチャ―の内容
（１）本学の教育理念
（２）本学が力を入れる教育成果
（３）授業を行うにあたって
（４）Google formの使い方
（５）授業の成績評価について
（６）著作権について
（７）私学共済ハンドブックについて
（８）当別キャンパスでの気分転換 7

・国家試験受験者の高い合格率

・保健・医療・福祉領域で（指導的）専門家に
求められる資質として

→多職種連携に関する教育の推進・充実

本学が特に力を入れる教育成果

8
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各学部国家試験合格率（2022年度）
新 卒 者

国公私立合格率（%）合格率（%）合格者（名）受験者（名）回区 分
84.989.291102108薬剤師

名称

77.370.9 3955116歯科医師
95.5 100.0113113112看護師
96.8100.01111109保健師
65.061.1 223635社会福祉士
78.876.9101325精神保健福祉士
84.3100.0 3335介護福祉士
94.9 100.0838358理学療法士
91.3 94.1323458作業療法士
86.886.5455225言語聴覚士
48.381.89115公認心理師

89.596.4545669臨床検査技師

93.092.3242632歯科衛生士 10

11

国試合格率を上げて
ライバル校に差をつけろ！

12

研究面ではどうなんだろう？
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13 14

15 16

研究業績ではライバル校を
圧倒的に凌駕している
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17

この調子で研究業績を上げ
てライバル校に圧倒的な差
をつければ道内No.1私大の
地位を守っていける

本日のレクチャ―の内容
（１）本学の教育理念
（２）本学が力を入れる教育成果
（３）授業を行うにあたって
（４）Google formの使い方
（５）授業の成績評価について
（６）著作権について
（７）私学共済ハンドブックについて
（８）当別キャンパスでの気分転換 18

授業準備
内容問い合わせ先

授業資料の印刷、場所
周知（manaba等教育プラットフォーム、

Google;Classroom）

各学部・学科
教務担当教員

講義室の予約、鍵、使い方

各学部教務課 座席表、出席カード、カードリーダー

学生へ連絡（i-portal）

授業を行うに当たって

19

教室に備え付けられているもの
・黒板、パソコン・スクリーン → 板書授業でもスライド授業でも対応可能

ただし、パソコン、スクリーン、暗幕の操作が操作机にすべてある教室と
スクリーン、暗幕のスイッチが異なる場所にある教室がある

・OHP、DVDプレーヤー、 VGA端子、HDMI端子
→部屋によってあるなしがある

・自分のパソコンをつなげることも可能である。
USBメモリを持参する方が問題が少ない
→特にオンライン授業時

＊教室によって装備品が異なります。
各教室について、事前チェックと動作確認をしてください。

20
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授業形態と特徴（対面授業）
板書授業

・学生はノートをとりながら行うので授業に集中できる
・ノートをとるのが遅い学生がいるので、進行が遅くなる
・字が汚い、読めない、板書だけで理解できないなど時に苦情が出る
・事前に板書計画を立てておくと学生が理解しやすくなる

スライド授業
・予定通り授業が進行できる
・授業の進行が速くなりがち。学生の理解が追いつきにくい
・ハンドアウトを渡す必要がある。渡さないと何も残らない
・ハンドアウトを渡すと、ノートをとらず授業に集中しない学生がでる
・穴あき（カッコ内埋型）ハンドアウトを配付するなどの工夫が必要である

学生からは、授業のまとめ（確認テスト）が欲しいという意見がある。
その時々のノート記載、内容理解に精一杯なっている可能性がある。

21

授業形態と特徴（オンライン授業）
（教員と学生の双方向性の確保をお願いします）
＜Zoom型授業;オンライン会議システムを利用したライブ授業 ＞
・対面授業に近い形で授業ができる
・チャットを利用することで、双方向性が確保されやすい
・ネット環境の影響を受けやすく、内容が理解しづらい学生がでる
・授業中ネット不具合を理由に後日視聴申請学生がでる

＜オンデマンド型授業;スライド、動画などをサーバに置き、
e-learningシステムなどにより随時配信する授業方式＞

・ネット環境の影響を受けにくい
・時間を気にせず、何度も受講が可能である
・双方向性の確保を考える必要がある
・受講が後回しになって受講していないコマがたまる学生が出る

Zoom授業解説が、大学のGoogle Drive共有フォルダ内にあります。
USBメモリからスライドショー提示にすると動作が重くなるので、
デスクトップにいったんアップすることをお勧めします。 22

遠隔授業の要件
1. 設問解答，添削指導，質疑応答等による十分な指導
2. 学生等の意見の公開の機会 平成13年文部科学省告示第51号第2号規定

https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/07091103.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/07091103/002.htm

Zoom型授業（注意:Zoomの録画授業はオンデマンド型授業になります）
・授業中に1、2 を実施し、面接授業に相当する教育効果が担保できればよい。
・従来型授業とほぼ同じ授業の進め方で実現可能である。
・教員+ 参加学生全員が授業の意見交換ができる時間を設ける。

（従来授業では挙手による質問が随時可能であることに対応）
オンデマンド型
・授業終了後すみやかに1、2 を実施（毎回の授業実施に併せて）
・動画視聴などと設問解答を組合せて行うことで意見交換が可能である。
・LMS (Google Classroomなど) などで意見交換ができる場を設ける。

学生等の意見交換の公開の機会の確保
・掲示板などを設け，学生が書き込めるようにするなどする。
・同時双方向型の授業内で自由な発言時間を設定する

23

授業で気をつけたいポイント
・集中して話を聞ける時間は、10～15分。⾧くて30分間と思い。

5分、10分、15分等と、予め講義内容をモジュール化の準備をする

・動（書く、解く、作業する）と静（見る、聞く、考える）を組み合わせる
→質問、確認テスト、動画、新情報など新しさと変化が注意・集中力に有効

・脳を適度に活性化させたり、休ましたりする
→雑談や教員自身のエピソードは、寝ている学生もなぜか起きる

・物理的な筋・関節ストレッチなどの動作も気分転換（リフレッシュ）
として、効果的

24
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経験から毎回の授業毎に国
試問題を解かせてみると、
講義の内容と国試問題の関
係を実感してもらえる

TCA回路に含まれる化合物はどれか。
2つ選べ

１）リンゴ酸

２）ピルビン酸

３）乳酸

４）アスパラギン酸

５）コハク酸

TCA回路に含まれる化合物はどれか。
2つ選べ

１）リンゴ酸

２）ピルビン酸

３）乳酸

４）アスパラギン酸

５）コハク酸

• ピルビン酸からクエン酸回
路を一周するとグルコース
由来の炭素はすべて二酸化
炭素へ

• 4分子のNADHが合成
• １分子のFADH2が合成
• １分子のGTP（ATP)が合成

好気的解糖によりクエン酸回路でグルコースが完全酸化

臨床生化学（MCメディカ出版）

34



クエン酸回路の中間代謝産物

『クエン酸急いで蹴とばし、すぐに怖くなり踏まれたリンゴ置き去りに』
クエン酸 ：（クエン酸）
急いで ：（イソクエン酸）
蹴とばし ：（α-ケトグルタル酸）
すぐに ：（スクシニルCoA）
怖くなり ：（コハク酸）
踏まれた ：（フマル酸）
リンゴ ：（リンゴ酸）
置き去りに：（オキサロ酢酸）

『オクイアサコ不倫』
オ：オキサロ酢酸
ク：クエン酸
イ：イソクエン酸
ア：α-ケトグルタル酸
サ：サクシニルCoA
コ：コハク酸
不：フマル酸
倫：リンゴ酸

Michaelis-Mentenの式は下記のように表されるが、
基質濃度をKm濃度の３倍で用いたとき、その反応速
度は最大反応速度Vmaxの何％になるか

1)50%
2)60%
3)75%
4)80%
5)100%

v=
Vmax・[S]

Km+[S]

Michaelis-Mentenの式は下記のように表されるが、
基質濃度をKm濃度の３倍で用いたとき、その反応速
度は最大反応速度Vmaxの何％になるか

1)50%
2)60%
3)75%
4)80%
5)100%

v=
Vmax・[S]
Km+[S]

8/22

Michaelis-MentenのKmに1、[S]に3を代入する
とv/Vmaxは3/4となり、反応速度はVmaxの75%
となる

v=Vmax・3/1+3=3/4・Vmax=0.75・Vmax

単純計算なので、慌てるな！！
32

1回の講義で国試問題を5問
ほど紹介しているので年間
30回の講義だと150問ほど
紹介することになる

35



33

試験に出題する場合は5択
だとウルおぼえでも正解で
きるので、選択肢をバラバ
ラにして〇×で解かせた方
が正確に覚える

出欠席（担当教員は注意・関心を払う必要があります）

対面講義出欠確認方法:点呼、カードリーダー、出席カード、座席表、
確認テスト、リアクションペーパー

出席率70％以上。15回授業で5回以上の欠席は失格。
学部、科目によって違いがあります。
→毎週欠席者報告、あるいは3回以上で報告、定期試験前に報告などがある。
いずれの場合も、必ず出欠席確認等の管理を行う必要がある。
学生から欠席回数について、疑義申し立てられる場合もある。

オンライン授業での出欠席確認法
Google Formによる確認テストを利用する方法が多いようです。
Google Drive内にGoogle Formの様式があります。
Google Formのアクセス方法
・作成したGoogle Form のURLをチャットに貼付、全員に送信。
・作成したGoogle Form のURLからQRコードを作成し、スライドに提示。

QRコード作成の無料サイト例:＜https://www.cman.jp/QRcode/＞
34

本日のレクチャ―の内容
（１）本学の教育理念
（２）本学が力を入れる教育成果
（３）授業を行うにあたって
（４）Google formの使い方
（５）授業の成績評価について
（６）著作権について
（７）私学共済ハンドブックについて
（８）当別キャンパスでの気分転換 35

Google DriveとGoogle Form

北海道医療大学のIDと
パスワードを入力

北海道医療大学の
メールアドレス

36
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北海道医療大学の
Google Driveにアクセス

Google Drive内の様子 37

新規Google Formの作成

どちらのタブからでもGoogle Formは作成できます

38

タイトルを付ける 設定 送信

39 40

「メールアドレスを収集する」をチェックにすると、
学生アドレスがスプレットシートで確認できる。

37



学生番号と氏名を記入させると問題が少ない

41

スプレットシート
の作成

スプレットシートの様子

・スプレットシートは、学生が入力した時間毎に一覧表示。
・「シートを並び替え」を実施すれば、出欠確認に便利です。

42

スプレットシートの様子

43

本日のレクチャ―の内容
（１）本学の教育理念
（２）本学が力を入れる教育成果
（３）授業を行うにあたって
（４）Google formの使い方
（５）授業の成績評価について
（６）著作権について
（７）私学共済ハンドブックについて
（８）当別キャンパスでの気分転換 44
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成績評価（学生側から疑義申し立てができます）

評価方法:筆記試験（小テスト、定期テスト）、レポート、授業態度

評価基準（各評価法の割合）のシラバス明示

論述問題やレポート採点での客観的評価手法
・ルーブリック方法:学習の達成度を表を用いて測定する評価方法
・チェックシート方法

45

本日のレクチャ―の内容
（１）本学の教育理念
（２）本学が力を入れる教育成果
（３）授業を行うにあたって
（４）Google formの使い方
（５）授業の成績評価について
（６）著作権について
（７）私学共済ハンドブックについて
（８）当別キャンパスでの気分転換 46

注意事項
感染対策:使用した機器消毒、授業時の換気、3密の回避を徹底する。

著作権法への抵触

https://sartras.or.jp/wp-content/uploads/unyoshishin2020.pdf

（改正著作権法第35条運用指針）

47

・教員が授業に参加する学生のみ閲覧可能な場合は、教育的配慮により、
授業資料への複製（転載）、配信が可能である

・必要と認められる限度は、クラス単位、授業単位である
・授業に用いる場合でも、受講生以外がオンライン上で閲覧できる状況

（URLの流出を含む）は著作権法に抵触する
・著作権法に抵触する場合は、著作権者に使用に関する許諾を得なけれ

ばならない
・授業資料の2次使用（公衆配信）は著作権法に抵触する

（学生などがSNSにアップしないよう授業資料に2次使用禁止を明記）

＊本授業資料は当該学生に対する教育資料としてのみ使用するも
のであり、使用目的外の利用、第３者の転載・転用、公開、移譲
を固く禁じます。

著作権法に関する解説

48
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49

改正著作権法第35条
授業の履修者以外がオンライン上で著作物を見られる状況はダメ!

URLが流出されたり、履修者以外に送信されないために、
どう設定すればよいか?

・ Google の場合、Classroomを介してDriveを利用すれば、Drive
の著作権用の設定は不要である。

Google Classroomやmanaba等で履修者のみアクセスできる
ように設定すれば良い。

詳しくは、情報推進課や各学部、学科教務担当教員に問い合わせてください。

50

本日のレクチャ―の内容
（１）本学の教育理念
（２）本学が力を入れる教育成果
（３）授業を行うにあたって
（４）Google formの使い方
（５）授業の成績評価について
（６）著作権について
（７）私学共済ハンドブックについて
（８）当別キャンパスでの気分転換 51 52
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53 54

本日のレクチャ―の内容
（１）本学の教育理念
（２）本学が力を入れる教育成果
（３）授業を行うにあたって
（４）Google formの使い方
（５）授業の成績評価について
（６）著作権について
（７）私学共済ハンドブックについて
（８）当別キャンパスでの気分転換 55

Philosophenweg哲学者の道

56

ドイツ
Heidelberg

41



57

筋力トレーニングセンター

58

真冬の当別の樹氷

59

ご清聴ありがとうございました

60
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参考資料（リンクまとめ） 

（リンクの表示は、マウス URLに乗せて、Ctrl＋左クリックです） 

 

本学ホームージ（下記のリンクはすべてこちらからのリンクです） 

http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/ 

 

本学の基本方針 

http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/about/philosophy/basic-policy 

 

教育理念・目的・目標 

http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/about/philosophy/rinen/ 

 

行動指針 

http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/about/philosophy/guideline/ 

 

大学の三方針（ディプロマ、カリキュラム、アドミッションの各ポリシー） 

http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/about/philosophy/policy/ 

 

シラバス（学部別にサイトが用意されています） 

http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/for/student/syllabus/ 

 

学則 

http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/assets/pdf/about/summary/gakusoku/21gakusoku.pdf 

 

学生便覧 

http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/for/student/gakuseibinran/ 

 

学校法人東日本学園 中期計画 

http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/about/summary/med-term 

 

入試情報 WEBサイト 

https://manavi.hoku-iryo-u.ac.jp/ 

 

オープンキャンパス 

https://sites.google.com/hoku-iryo-u.ac.jp/opencampus202303/spring 

 

上記以外についても、大学ホームページの各コンテンツからご覧ください。 
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ワークショップ 

（プロダクト） 

「本学のユニバーシティ・ 

   アイデンティティーに即した教育法」 
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発表資料（A グループ） 

【KJ 法に基づく、UI と魅力の検討】（＊：分類） 

＊立地環境： 

景色がきれい、白鳥が見える、雪が多い、豊かな自然、広い校舎、駅から直結 

 

＊制度： 

特待生制度（学費免除）、海外短期留学制度、大学院への進学率が高い 

 

＊学習環境： 

学部、学科が多い、大学病院がある、高い国家資格の合格率、国試対策の授業が充実して

いる、入学時の偏差値に比べて国試合格率が高い、多職種連携について学べる、担任制度

がある、フォローが手厚い、臨床経験を十分に積める（患者とコミュニケーションを取る機会が

多い）、実習先が豊富 

 

【学生と中心とした教育の手法】 

自分の所属学部以外の、他の職種の臨床現場やその職務を実習として取り扱う。 

 

【グループ発表の内容】（大学での教育内容） 

◇最終的な結論を一言で表現する（40 文字以内）： 

生涯活きる臨床スキルの基盤を身につけるために、多職種の臨床場面を知る機会を

増やす。 

 

◇なぜその方法を選んだのか（理由・基準）： 

今までの教育では、所属する学部の専門職に特化しているが、他学部を知る機会が

少ない。他の学部の臨床現場を知ることは、生涯活きる臨床スキルにもかかわるの

で必要であると考えたため。 

 

◇具体的なアイデアの内容（実行方法・アイデアの詳細）： 

学部学生を入れ替えて、既存の実習施設に実習に行かせる。 

 

◇アイデアの実行による結果（生じる利益・利点）： 

国家試験後の他の業種の実態を知ることで、国家試験合格後も学習が続くことを自

覚できる。 

他の職種を知ることで、自身の職業 ID や臨床現場で働くことのモチベーションを育

むことができる。 
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本学のユニバーシティ・アイ
デンティーに即した教育方法

学習意欲を高める工夫とその結果学生が頑張った分だけ
形として成果が得られる教育方法が望ましい！！

• 他職種連携

• 田舎特有の風景

• 離れた校舎がある
• 地域特有の患者の色がある

• 先生との距離が近い
• サポートが手厚い
• 先生方が親身に相談に乗っ
てくれる

• 立地は不便だが社会に出たらほんとんど地方
で働くことが多いので逆にメリットになる

• ショップが少ない

• コーヒーが美味しい

• 校舎に伝統がある(古い)
• 外の風景が見えたほうがいい

• JRの本数増やしてほしい

• JRの乗車時間に勉強できる

• ライバル校が近い(教育大)

• 学食が美味しい

• 部活が強い(テニス、よさこい)

• 試験会場が主要都市しかないので増やし
てほしい

• 北海道に魅力がある

• バーチャル空間

• 学ぶ環境がいい(大学院がある)

• 地域性があるのでニーズが違うことにも対応できる
• 地域の違いがあるのでどちらも見学ができる

• 各学年の学生同士で教え合う環境がある(研究)• 大学院生の先輩後輩の関係ができる

• 大学関係者がOBの先生が多いので
親しみやすい

• 教員になってから大学院生になっている人も多い• 訪問診療の経験ができる

デメリット

• 特待生制度(全学部)

• 同期の繋がりが強い

• ゼミで特色がある

立地、施設の特徴

制度

繋がり

教育法

• 少人数の勉強を先生がしてくれる

• 国家試験対策
• 前日に泊まり込みで先生方が面倒見てくれる

• 学生のうちから研究ができる

• 学力が上がれば使えるシステムがあれば面白い

• 国試後に花火を打ち上げる(お祝いなど)

• 学内通貨

• アプリケーションを活用して学習意欲を高める
• 抽選で当たるようにして依存させる

• ポイント制
• モリタや材料がもらえれば嬉しい

• ユニフォームなどがもらえたら嬉しい

• 低学年から勉強の仕方を教える授業(1日の過ごし方)
• 予備校の先生を一年生の時から呼ぶ

• 先輩方の先生の話を聞ける

• グループ間での講義があれば良い

精神的 物的

結論
→学習意欲を高める工夫とその結果学生が頑張った分だけ形と
して成果が得られる教育方法が望ましい！！
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本学のユニバーシティ・アイデンティティとは『医療系多職種連携に特化した大学』である 

 

【メリット】 

卒業した後の広い視野を持った医療人になれる。 

卒業後に他に様々な学部の友達・医療者に相談できる。 

学生中心の教育⇒対象者中心の医療・福祉につながる。 

北海道医療大卒の医療人としての評価（ブランド力）が高まる。 

 

【細分化した他学部との実習】 

★歯学部とリハ科学部と看護学部と福祉学部のコラボレーション 

「摂食嚥下障害」の視点で連携、チームカンファレンスの実施 

小児・高齢者を対象にして、摂食嚥下障害という視点で行う。 

実習先：老健・クリニック・在宅 

実習内容：訓練・指導、嚥下食の作成、トロミ水の作成。 

実施時期：歯学部：5 年生（臨床実習に組み込む） 

       看護学部：2 年生 

       リハビリテーション科学部：3 年生 
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本学のユニバーシティ・アイデンティティー
に即した教育法

Dグループ

郷賢治、蓑輪映里佳、柳生一自、GIRI Sarita

ファシリテーター

塚本委員、坊垣委員

Health 
Sciences 

University of
Hokkaido

の頭文字HH

the North Star

広い教育体系に支えられた学生の豊かな人間性や医療科学・技術の向上

連携・統合を目指す本学の教育理念を象徴

導く「光」

テレビCM

この大学のアイデンティティーを表現している

北海道医療大学のイメージ

医療連携ができている

海外からみてもうちの大学はフレンドリー

北海道医療大学→現場力大事にしている
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一方で・・・

北海道大学や日本医療大学と混同されることがある

冬の交通手段けっこう大変

という問題点があったり

各学部を通しての悩み事

学生の中で成績が良くても、
現場で壁にぶつかる学生がいる

改めてですが医療大は

他の大学施設で治療が困難だった患者さんを受け入れる、
過疎地域の医療に寄与する、災害派遣に即時に応じる等

社会のセーフティネット
になっている

(これが一つのUniversity Identityではないか)

Health 
Sciences 

University of
Hokkaido

の頭文字HH

the North Star

広い教育体系に支えられた学生の豊かな人間性や医療科学・技術の向上

連携・統合を目指す本学の教育理念を象徴

導く「光」

ここが大事
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コミュニケーション力
人間力がすごく大切になる．

そこを育む．

ただ
学士修得や国家試験に合格しなければ

現場にも出れない．

学力はあるけどコミュニケーション力が足りない

学力はないけどコミュニケーション力は足りてる

問題点として

こんな人がいる

コミュニケーションを行いながらの教育がKeyになる

解決策として

学生を「承認する」教育

50



こんなことも理解できないの？普通だったらできるよね？

なんでできないのかわからない！

少しでも小さくても
学生の成⾧を褒めてあげる

私たち教育者が変わることも重要！

・

教員が楽しんで仕事をする！
私たちの余力も大切です！
Work hard! Play hard!
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ア ン ケ ー ト
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2023（令和 5）年度 全学 FD研修（基本編）アンケート結果 
 

開催日時：2023（令和 5）年 4月 4日（火）  10：00～16:00 

開催方法：Zoom Meeting による開催 

参加対象：2022（令和 4年）4月 2日以降に採用及び 2023（令和 5年）4月 1日付採用の専任教員 

参加人数：18名（薬学部１名、歯学部 9名、看護福祉学部1名、心理科学部3名、リハビリテーション科学部 2名、 

全学教育推進センター1名、先端研究推進センター1名） 

アンケートは GoogleFormにより実施。 

参加対象者の回答率は 100.0％（18名中 18名）。 

 

 

 

１. 今回の新任教員研修における次のテーマについて、習得度を自己評価してください。  

 

①学長講話について 

充分に理解が得られた 12 

だいたい理解できた 6 
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②レクチャー：当大学の理念・目標・方針に基づく授業について 

充分に理解が得られた 13 

だいたい理解できた 5 

 

 

 

 

２.ワークショップについて評価してください。 

 

（１）内容についてどう評価しますか。 

きわめて価値あり 13 

いくらか価値あり 5 
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（２）内容に対する時間量はいかがでしたか。 

適当 14 

長すぎる 2 

短い 2 

 

 

 

（３）内容の難易をどう感じましたか。 

適当 16 

きわめて難しい 2 
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（４）このようなワークショップ形式についてどう思いましたか。 

きわめて効果的 6 

かなり効果的 8 

ある程度効果的 4 

 

 

 

（５）このワークショップの内容はあなたの興味に対して適切でしたか。 

きわめて適切 3 

かなり適切 10 

適切 5 
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３.今回のワークショップ全体にわたり、とても良かったと思われる点は。 

 

・他学部の意見を聞けてよかった。 

・体験型であること 

・他学部の教員と話す機会が得られた。 

・最初の自己紹介で緊張が溶けた。 

・他学部の意見がきける 

・I got to communicate and know many sensei. 

・多職種で議論することができたこと 

・他学科の先生方と教育という 1つのテーマについて長時間にわたりディスカッションし、様々な意見を得られたこと 

・他学部の先生とお話しする機会がないため、各学部の様子を聞けて興味深かったです。 

・本学の特徴について改めて再認識し、教育に活かしたいと思いました。 

・様々な学部の新任という同じ立場の皆さんと議論できたことで、多職種への理解の深まりや、教育について考える良

い機会となった。 

・同じテーマで議論しているが、4班それぞれの発表に特色がみられたこと 

・他学部の先生との意見の交換ができたこと 

・他学部の先生とお話しをする機会 

・他学部の先生方のご意見を聞き、自身の教育方法を振り返ることができた。 

・学生の興味や関心を引き付けるための、具体的な授業法やスライド作成法について聞けた点は大変助かりました。 

・3方針、ユニバーシティ・アイデンティティ等、今まで意識したことが無い知識、考えを得ることが出来た点が良かった。

授業準備の問い合わせ先など掲示していただいたのはとても良かった。 

・他の職種の先生方の考えを聞けた点がとても良かったです。 

 

 

４.今回のワークショップ全体にわたり、良くなかったと思われる点（改善点）  

 

・マイクの不具合がおきて迷惑をかけてしまった。 

・やや長い 

・課題が漠然としていて、まとまらない。 

・電波が悪い時があった。 

・対面の方がやりやすいと感じました。 

・In person would be great once Covid subsides. 

・特になし。 

・特記事項なし 

・特にありません。 

・特にありません。 

・グループワークについて、まだ経験できていないことや、把握できていない部分があり、テーマに沿った話し合いを進

めていくうえで難しさを感じた。 

・4月から赴任された先生にとっては、当大学の学生や教育に対する理解が少し難しいような印象でした。 

・ディスカッションが始まったときにテーマについて他の先生との理解度にばらつきがあった。 

・新任は本学の課題についてわからないので、もう少し具体的に課題を設定した方がよい 

・特になし 

・グループワークが参加者主体で行われる必要があるというのは理解できますが、もう少しファシリテーターの先生方

にサポートしていただきたかったというのが正直なところです。 

・グループワーク後の休憩時間を増やしてほしい。昼食時間少し減らしてもいいので。 

・パワポかワードか選択して頂けたら、発表の見やすさに差が出ないと思いました。 
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５.今後ともこのようなワークショップの実施についてどう思いますか。 

ぜひ実施すべきである  1 

実施したほうがよい 15 

どちらでもよい 2 

 

 

 

 

６.このワークショップの成果に関連して、今後１年の間に実施したいと考えていることを箇条書き
にしてください。 
 

・アウトプットする 

・よりよい学生教育を行います 

・学部の違いを意識したい。 

・仕事を楽しんで行う。 

・学生のモチベーション向上につながるような接し方をしたいと思います。 

・Communication with more personal 

・学生のモチベーションを向上させる取り組み 

・学生の認知機能特性に配慮した教育方法の検討・学習アプリの作成・学生に対する親身なかかわり方の検討と実践 

・自分の国試勉強の経験を学生に伝える。各学生の特徴を把握する。各学生に合ったアドバイスをできるよう努める。 

・学生さんに報酬を与えてモチベーションを上げることは有効的だと思いました。 

・自分の学科に関することだけではなく、他学部や全学に対してアンテナを張り、目を向けていくこと。 

・楽しんで仕事をする、学生を褒める、今回のワークショップで繋がった先生と多方面でコラボする、他職種連携の授業

に出席する、授業にもっと動画を活用する、1 年生のサマースクールに参加する、学習支援が必要な学生の手助けを

する、地域医療は継続して寄与する 

・双方向の講義を心掛ける 

・大学の置かれた状況について把握したい 

・学生が北海道医療大学という総合大学に所属していることを自覚できるよう、指導をしていきたい 

・大学の理念に関する理解を一層深めること、教えていただいたスライド作成法（穴抜きにする）を実践する、学生から

こまめに授業についてのフィードバックを得る、担任業務の重要性を認識し個別サポートに力を入れる 

・授業において 10-15 分程度の小内容ごとにモジュール化する。寝ている学生の興味を持てるような話を差し込む。授

業終わりに国試ベースの問題を解かせる。 

・学生さんに本学のアイデンティティーを再度重要視して、本学に通っているからこそ医療従事者として他の大学より優

れた視点で物事が考えられるようにお伝えしていければと考えます。 
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７.全体を通して、今回の新任教員研修に対するご意見を記入してください。 

 

・お疲れさまでした。 

・特にありません 

・できれば、プロダクトの内容をもう少し明確にしてほしい。 

・対面の方がやりやすいと思います 

・とても良い議論の場でした。 

・It was great experience as a faculty. 

・大変楽しかったです。自分のモチベーションが上がりました。 

・これから教育を行っていく上での、大きな方向性について考え直す機会となりました。教員という立場からは、ベテラ

ンの先生方の具体的な教授法の例なども聞かせて頂けるとより良くなる可能性があると考えます。 

・他学部の先生方と関わる機会を設けていただき、とても勉強になりました。ありがとうございました。 

・皆さんありがとうございました。 

・本学に対する理解を深めることができ、これから教育や臨床、研究を行っていく上での心構えができた 

・有意義だったと思います。ありがとうございます。 

・ディスカッションすることにより他学部とも教育の方向性が定まってよかった 

・より建設的な議論の場になるとよいと思います 

・自身の所属していない学部について知る機会があり、良い勉強の機会となりました。 

・お忙しいところご準備いただきありがとうございました。個人的には、午前中のご講演から得ることが多い研修でした。

教わった具体的な方法についてはすぐにでも実践したいと思いますし、道内私大における大学の UI もよく理解できま

した。ワークショップもテーマ自体は有意義で興味深いものでしたので、そこで考えたものを意識しながら今後の業務

に活かしていきたいと思います。 

・グループワークへの不慣れからメンバーに対して迷惑をかけて申し訳なかった。今回のようなワークショップ参加経

験を積み重ねることで、今後はより良い参加ができるようなりたいと思えた。 

・特にございません。企画運営等してくださり、ありがとうございました。未熟ながら、私の意見も聞き入れて下さる先生

方に敬意を払いたいと思います。改めてありがとうございました。 

 

以上 
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Ｆ Ｄ 委 員 感 想 
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全学 FD 研修［テーマ編］ 

 

「学生を中心とした 

教育をすすめるために」 

低学力、要支援学生への対応策の新時代～生成系 AI 活用への探索 

 

 

 

 

 

 

 

期 日：令和 5 年 8 月 3 日（木） 

会 場：当別キャンパス 

         （対面・Zoom ハイブリッド） 

 

64



はじめに 

   北海道医療大学 全学 FD 委員⾧ 

荒川俊哉 

 

８月３日に、 「学生を中心とした教育をすすめるために」をメインテーマに、 「低学力、要

支援学生への対応策の新時代～生成系 AI 活用への探索」をサブテーマとして、「生成系 AI」

と「合理的配慮」に関しての全学 FD 研修テーマ編が開催されました。まず午前中に、薬学

部教授の二瓶裕之先生に「生成系 AI の現状と活用」について、心理科学部の柳生一自先生

に「合理的配慮の考え方と実践」についてのご講演をしていただきました。この２つのテー

マは、現在の大きな関心事であることもあり、多くの先生にご参加いただきました。また今

年の研修は例年とは異なる大きな特徴がありました。それは、午後のワークショップでのよ

り活発な議論の展開を目指して、午前中の講演と午後のワークショップをより有機的に繫

げることでした。すなわち、午前中の講師の先生をそのまま午後のスーパーバイザー役とし

て参加してもらい、演習を交えた実践的な研修会とすることでした。午後のワークショップ

のテーマは、それぞれ、「ChatGPT を活用した低学力学生への学習支援方法の開発を目指し

て」と「合理的配慮を必要とする学生への効果的な支援体制の確立に向けて」でしたが、二

瓶先生には、ワークショップに先立ち「ChatGPT の使い方」の実習をして戴き、またご都

合がつかなかった柳生先生に代わって、心理科学部の下村敦司先生には 「合理的配慮の実践」

に関する具体的なレクチャーを戴きながらワークショップを行いました。そのおかげで、よ

り深みのある議論となり、有意義なワークショップとなったと感じました。スーパーバイザ

ーの存在は、所々で的確なアドバイスを戴けるので、よりスムーズに議論が進んだと思いま

す。この研修でのプロダクトを今後の講義に活かしていけることを期待しております。この

様なユニークな研修会が実施できましたことに、レクチャーしていただいた二瓶先生、柳生

先生、下村先生、参加いただいた先生並びにサポートいただいた FD 委員の先生方に深く御

礼申しあげます。 
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2023（令和 5）年度 全学ＦＤ研修〈テーマ編〉 実施概要         

 

メ イ ン テ ー マ： 

サ ブ テ ー マ： 

主 催： 

開 催 日： 

開 催 方 法： 

開 催 場 所： 

デ ィ レ ク タ ー： 

進 行： 

学生を中心とした教育をすすめるために 

低学力、要支援学生への対応策の新時代～生成系 AI 活用への探索 

全学ＦＤ委員会 

2023（令和 5）年 8 月 3 日（木） 9：40 ～ 15：55 

対面・Zoom ハイブリッド［全体会］と対面［レク＋WS］の併用 

当別キャンパス 中央講義棟 Ｃ41 講義室［全体会］／Ｃ109 演習室［WS］ 

荒川俊哉（全学 FD 委員会 委員長） 

午前：荒川委員長 

午後：小島委員（ワークショップ解説）、千葉委員（グループ発表） 

   

１．日程  

進行内容 担当 

9：40 

 

9：50 

 

 

9：55 

 

 

10：45 

 

10：50 

 

 

 

 

11：40 

参加者集合 開会・委員長挨拶、テーマ説明、日程確認ほか 

 

学長あいさつ 

 

【レクチャー（ワークショップテーマに関する話題提供）】 

１）生成系 AI の現状と活用 

薬学部：二瓶裕之 教授 

 

＜小休憩 5 分＞ 

 

２）合理的配慮の考え方と実践 

心理科学部：柳生一自 教授 

 

＜各テーマのレクチャーは 50 分＞ 

 

学長講評 

 

荒川委員長 

 

浅香正博 学長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅香正博 学長 

 

11：50 昼休憩（50 分） 

12：40 

 

 

12：45 

 

 

 

 

 

 

15：25 

 

15：30 

 

15：50 

 

15：55 

 

＊レクチャー・ワークショップの進め方について、プロダクトの作成につ

いて（5 分） 

 

レクチャー・ワークショップ（160 分,15 分程度の体験演習、途中休憩 5 分

を含む） 

＊参加者自己紹介、＊役割分担（進行・記録・発表）の決定 

＊グループワークテーマ 

１）ChatGPT を活用した低学力学生への学習支援方法の開発を目指して 

２）合理的配慮を必要とする学生への効果的な支援体制の確立に向けて 

 

休憩（5 分） 

 

グループ発表・質疑応答・全体討議（1 グループ 10 分×2 グループ） 

 

全学ＦＤ委員長総評 

 

ワークショップ参加者アンケート 閉会 

 

進行解説:小島委員 

 

 

【ファシリテーター】 

FD委員 

(各グループに配置) 

スーパーバイザー 

二瓶教授（薬学） 

下村教授（言語） 

 

 

 

進行:千葉委員 

 

荒川委員長 

※全体会の対面参加者はレクチャー講師、ワークショップ参加者、FD 委員、スーパーバイザーに限定 

 （午後のプログラムではノート PC・イヤホンを持参） 

 視聴参加者は全体会およびグループワークの報告（プロダクトの発表）ともに Zoom 参加 

 学長は自室から Zoom 参加 
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（職位・敬称略）

参加テーマ グループ 参加者氏名 学部・学校 学科・科

鹿内 浩樹 薬学部 薬学科

進藤 つぐみ 薬学部 薬学科

山城 寿樹 薬学部 薬学科

根津 尚史 歯学部 歯学科

永野 恵司 歯学部 歯学科

舩橋 久美子 看護福祉学部 看護学科

橋本 菊次郎 看護福祉学部 福祉マネジメント学科

泉　 　剛 薬学部 FD委員

小島 弘幸 薬学部 FD委員

桑原 ゆみ 看護福祉学部 FD委員

鈴木 喜一 医療技術学部 FD委員

二瓶 裕之 薬学部 スーパーバイザー

参加テーマ グループ 参加者氏名 学部・学校 学科・科

松岡 紘史 歯学部 歯学科

新見 千穂 看護福祉学部 看護学科

西郷 達雄 心理科学部 臨床心理学科

山口 明彦 リハビリテーション科学部 理学療法学科

依田 泰知 リハビリテーション科学部 作業療法学科

辻村 礼央奈 リハビリテーション科学部 言語聴覚療法学科

丸川 活司 医療技術学部 臨床検査学科

山形 摩紗 歯科衛生士専門学校 歯科衛生科

八木 こずえ 看護福祉学部 FD委員

中川 賀嗣 リハビリテーション科学部 FD委員

千葉 利代 歯科衛生士専門学校 FD委員

下村 敦司 リハビリテーション科学部 スーパーバイザー

荒川 俊哉 歯学部 FD委員長

学部別参加数（FD委員等除く）
薬学部 3
歯学部 3

看護福祉学部 3
心理科学部 1

リハビリテーション科学部 3
医療技術学部 1

歯科衛生士専門学校 1
計 15

全体統括

2023全学ＦＤ研修（8/3）ワークショップ出席者一覧

１）ChatGPTを活用した低学力学生への学習支
援方法の開発を目指して

①

２）合理的配慮を必要とする学生への効果的な
支援体制の確立に向けて

②
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主催：全学FD委員会

学生を中心とした教育を
すすめるために

2023年8月3日（木） Zoom Meeting

2023年度
全学FD研修 ＜テーマ編＞

低学力、要支援学生への対応策の新時代
～生成系AI活用への探索

1

研修会開催の趣旨
研修会スケジュール

2

研修会開催の趣旨

本学の教職員一人ひとりが自主性・創造性を発

揮することにより「学生中心の教育」並びに「患

者中心の医療」を推進しつつ、 「21世紀の新し

い健康科学の構築」を追究することが本学の行動

指針である。

その実現のためにＦＤ研修会を開催し、教授法

の開発改善を行うとともに「教育力」を高めるこ

とを本研修会の趣旨とする。

3 4

研修スケジュール

９：４０ 開会 委員長あいさつ テーマ説明、スケジュール説明ほか

９：５０ 学長あいさつ 浅香学長

９：５５ レクチャー
①「生成系AIの現状と活用」

二瓶裕之 教授（薬学部）

（休憩 １０：４５～１０：５０）

１０：５０ ②「合理的配慮の考え方と実践」
柳生一自 教授（心理科学部）

１１：４０ 学長講評

１１：５０ 昼休憩

１２：４０ ワークショップの進め方とプロダクト作成の説明

１２：４５ レクチャー・ワークショップ（１６０分、１５分程度の体験演習、途中休憩５分を含む）

１５：２５ ワークショップ終了・休憩

１５：３０ グループ発表・質疑応答、全体討論（１グループ１０分×２グループ）

１５：５０ ＦＤ委員長総評・アンケートの実施

１５：５５ 閉会

学長あいさつ

北海道医療大学 学長 浅香 正博

5

レクチャー①
北海道医療大学 薬学部

二 瓶 裕 之 教授

＜演題＞

「生成系AI の現状と活用」

6
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レクチャー②
北海道医療大学 心理科学部

柳 生 一 自 教授

＜演題＞

「合理的配慮の考え方と実践」

7

昼食・休憩

午後のワークショップの開始時間

１２：４０ （時間厳守）

※ワークショップ参加者は予め決まっています。

自由参加ではありませんので、予めご了承願います。

8

ワークショップの進め方
プロダクトの作成について

担当︓⼩島弘幸（薬学研究科・FD委員）

2023年度 全学FD研修 ＜テーマ編＞

2023年8⽉3⽇（⽊曜⽇）

主催︓全学FD委員会
9

ミニレクチャーについて

【体験演習】
（１）ChatGPTを実際に体験します。「ChatGPTを活⽤」
「低学⼒学⽣」「学習⽀援⽅法」などのテキストを⼊⼒し
てみます。翻訳された語句から低学⼒学⽣への学習⽀援に
ChatGPTを活⽤する可能性について考察します。

（２）発達障害に対する臨地実習での合理的配慮を実施する
際、相反する「医療系教育の質の保証」と「教育機会の保
証」を同時に検討する際に両者間に⽣じるコンフリクト解
決に向けた⽅策や体制について考察します。

10

体験演習を組み込んだワークショップを行います。

質問です。
ワークショップは初めて？

ワークショップの進め⽅

11

ワークショップとは︖

・多⼈数を対象として、参加者1⼈1⼈の
参画意識を⾼めるために、⼩グループ
に分かれて討論と作業を⾏い、結論を
出していく⽅式をいう。

・⼀定の時間内にある成果(プロダクト)
を⽣み出すという⼿段をとる。

12
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ワークショップとは︖

参加者参加者

参加者

参加者

参加者

参加者

参加者

参加者

サ
ポ

↓
PRODUCT

PROBLEM

サポート

ファシリテーター

ディレクター
事務局

13

ワークショップの流れ

１．プレナリーセッション
全 体 ︓導⼊講義・作業課題

２．スモールグループディスカッション（約120分）

グループ別︓課題について討論・プロダクト作成

３．プレゼンテーション（1グループ10分）

グループ別︓発表・質疑応答
14

ワークショップの要件
1. 全てのメンバーが積極的な参加者になる
2. 参加者全員が Resource Person(主役)
3. 積極的に建設的、前向きな意⾒を述べる
4. どんな質問･意⾒でも無意味ではない

（良否の判断はしない。⾃分と異なる意⾒でも，まずは｢な
るほど〜｣と頷き,もう少し深く尋ねてみる等）

5. あらかじめ決まった正解はない
6. 先⽣はいない
7. 時間を守る

15
これは歓迎しません… (+o+)イラスト：富士研WSスライドより

16

こんな感じで !(^^)!

コンセンサス

イラスト：富士研WSスライドより

17

スモールグループディスカッション

1. 参加者の⾃⼰紹介(1分程)
(アイスブレイク︓⽒名・所属・
私のいち押し，｢実は私○○です」，
Good & New[24時間以内にあった”良かったこと
（Good）”や”新しい発⾒（New）”]など）

2. 役割分担（リーダー・記録・発表）

3. グループ討論
・発表内容の確認

18
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役割分担
司会・・・・・・・・ [ ]
 グループ討論時の司会進⾏を⾏う。

書記・ＰＣ⼊⼒・・・ [ ]
 グループ討論時、書記(ＰＣ⼊⼒)を⾏う（プロダクト作
成）

 作成したプロダクトはPC等に保存（終了後提出）。
発表者・・・・・・・ [ ]
 全体発表時にグループプロダクトをZoomで画⾯共有し

て、発表を⾏う。

ファシリテーター（FD委員）
 グループ討論･作業が効率的に進むようにサポートする。
 グループ討論のタイムキーパーも⾏う。

19

【ワークショップのテーマ】
（1）ChatGPTを活用した低学力学生への学習支援方法の開発を

目指して
（2）合理的配慮を必要とする学生への効果的な支援体制の確立

に向けて

＜ワークショップ＞

【サブテーマ】
低学力、要支援学生への対応策の新時代
～生成系AI活用への探索

低学力の学生が落ちこぼれないように学力を向上させ
るための支援方法にも限界を感じている

学業不振により留年、休学した学生が最終的には退学
に結び付くなど、有効な対策を講じることができていない

グループ討議への期待

低学力の学生に対しChatGPTを適切に活用することで学生の
学力向上に貢献する新たな見解

＜テーマ説明（１）＞
ChatGPTを活用した低学力学生への
学習支援方法の開発を目指して

＜テーマ説明（２）＞
合理的配慮を必要とする学生への効果的な支援
体制の確立に向けて

障害者差別解消法の改正により、これまで民間事業者
の努力義務とされていた合理的配慮の提供が令和6年
4月1日から義務化される

グループ討議への期待

合理的な配慮を必要とする学生への支援について、周囲の環境調
整に留まらない効果的な支援体制に関する見解

作業解説

プロダクト作成の作業ステップを例示します
（いろいろな進め方があると思いますので進め方の一例として参考にしてください）

＜step1＞

【課題を具体的に定義する】

議論を効率的に進めるには、課題を具体的に定
義し、スタート地点をしっかり共有することで議論
がまとまりやすくなります。
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＜step2＞

【アイデアを出し議論する】

グループ内でテーマに対するアイデアを引き出し、
議論を活発にします。
ポイントは、出てきたアイデアを否定しない、傾聴
する、議論に参加できないメンバーには話を振る。
また、アイデアの質は後で検討するので、ここで
は気にしません。

＜step3＞

【アイデアを分類し選択する】

出されたアイデアを分類することは、アイデアの良
し悪しを議論するよりも効率的になります。
アイデアを分類した後、グループのプロダクトとす
るアイデアを選択します。
選択の方法としては、「評価軸」を決めて選択して
いく方法があります。
※評価軸の例：実行性、効果、かかる費用、時間・・・など

＜step4＞

【アイデアの詳細を詰めてまとめる】

自由に出されたアイデアは細部が詰められていま
せん。グループのプロダクトにするために、選択し
たアイデアについて、以下の点を詰めていきます。

1.誰が、2.どこで、3. どんな風に、4.誰に対して、
5.どんなタイミングで、6.なぜそれをやるのか
・・・いわゆる5W1H

＜step5＞

【グループ発表】
発表では、以下のポイントを意識します。

◇最終的な結論を一言で表現する
40文字程度

◇なぜそのアイデアを選んだのか
他に出されたアイデアのまとめ、選択理由・基準など

◇具体的なアイデアの内容
実行方法、アイデアの詳細など

◇アイデアの実行による結果
生じる利益・利点など

 プロダクトの発表資料の作成には、パワーポイント、ワー
ドなどを使用してください。プロダクト作成に使用するソフ
トは問いません。

 作成したプロダクトは、本研修会終了後、全学ＦＤ委員会
に提出をお願いします。

学生を中心とした教育をすすめるために、本学の授業環境に適し
た、より教育効果の高い授業の進め方や新たなスタイルを
提案してください。

＜プロダクトのまとめと発表方法＞

メールの場合：fd-kensyu@hoku-iryo-u.ac.jp
USBメモリなどに保存して提出の場合：学務部教務企画課に持参

参加者のグループ分け（敬称略）

テーマ（１） テーマ（２）

鹿内 浩樹(薬) 進藤 つぐみ(薬) 松岡 紘史(歯) 新見 千穂(看福)

山城 寿樹(薬) 根津 尚史(歯) 西郷 達雄(心) 山口 明彦(リハ)

永野 恵司(歯) 舩橋 久美子(看福) 依田 泰知(リハ) 辻村 礼央奈(リハ)

橋本 菊次郎(看福) 泉 剛(FD委員) 丸川 活司(医技) 山形 摩紗(衛専)

小島 弘幸(FD委員) 桑原 ゆみ(FD委員)
八木 こずえ

(FD委員)
中川 賀嗣(FD委員)

鈴木 喜一(FD委員)
二瓶 裕之

(スーパーバイザー)
千葉 利代(FD委員)

下村 敦司
(スーパーバイザー)
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休憩

休憩時間 １５：２５〜1５：３０
（時間厳守でお願いします）

１５：３０ までに、

着席してください。

【次はグループ発表になります】

31

グループ発表

（発表時間は、各グループ10分です）

32

提出物について
＜参加者＞

 グループ代表はＷＳの成果として、グループで作成したプ
ロダクトをまとめて下記に提出してください。取りまとめ
の様式、分量などに特に制約はありません。

 ワークショップ参加者は、ワークショップの感想を400字
程度にまとめて提出してください。

＜FD委員＞

 研修の感想文を400字程度にまとめて提出してください。

 提出期限・提出先

 提出期限：8月３１日（木）

 提 出 先 ：学務部教務企画課 FD研修担当

＊ fd-kensyu@hoku-iryo-u.ac.jp 33

アンケート

参加者のみなさま、お疲れさまでした。
最後に、アンケートのご回答、よろしく
お願い致します。

https://forms.gle/Cj2BHtHAo62zrYTU9

（チャットにURLを送信しております。ご利用ください。）

34
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低学力、要支援学生への対応策の新時代～

生成系AIの現状と活用
二瓶 裕之

北海道医療大学 薬学部

2023（令和5）年度 全学ＦＤ研修〈テーマ編〉
2023年8月3日（木）9:55～10:45

開催方法:対面・Zoom ハイブリッド［全体会］と対面［レク＋WS］の併用
開催場所:当別キャンパス 中央講義棟 Ｃ41 講義室［全体会］

Eye-Catching Images

2▪ 生成系AIの現状と活用

何が
できる

イントロダクション

融合した生成AI(Chat GPT & DALL E)

何
が
で
き
る
の
か

画像生成AI(DALL E)

何がAIなのか

何ができるのか

対話生成AI(Chat GPT)

何がAIな
のか

性能はどの
程度か

才能を引き
出すには

どのように
使うのか

何ができる
のか

3▪ 生成系AIの現状と活用

生成系 AI 
活用への

探索

事例

Chat GPT
生成系AIの現状と活用
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Chat GPT:何がAIなのか

5▪ 生成系AIの現状と活用

AI

予測

認識

判断

Chat GPT:何がAIなのか

6▪ 生成系AIの現状と活用

文章/画像/音声などを時系列データと捉えてニューラルネットワークモデルで出現を予測

薬剤師業務に必要となる情報通信技術(ICT)や数理・データサ
予測領域

「もしAならばBである」といった知識を大量に蓄積しているエキスパートシステムとは異なります

transformer

Chat GPT:性能はどの程度か

7▪ 生成系AIの現状と活用

性能

ニューラル
ネットワーク

Chat GPT:性能はどの程度か

8▪ 生成系AIの現状と活用

76



Chat GPT:性能はどの程度か

9▪ 生成系AIの現状と活用

ニューラルネットワークの性能は「シナプス」の数で推し量ることができる

Chat GPT:性能はどの程度か

GTP-3.5（無償） GTP-4（有償）

10

1,000億個 100兆個

Chat GPTの性能を推し量るには「GTP-4」モデルで

▪ 生成系AIの現状と活用

Chat GPT:才能を引き出すには

11▪ 生成系AIの現状と活用

膨大な学習
データ

貴重な才能が
埋没

掘り起こすため
のプロンプト

質問

Chat GPT:どのように使うのか
Web版 API版

12

アカウント登録すれば、プロンプト
をテキストボックスに入れるだけで

利用可能
Pythonなどのプログラミング言語
を通して利用することとなるが、
自分で開発したアプリに
組み込むことができる

▪ 生成系AIの現状と活用
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Chat GPT:どのように使うのか

13▪ 生成系AIの現状と活用

Web版GPTでは、
２つまとめて送信します

user system

Chat GPT
何ができるのか

14

Chat GPTで何ができるのか

15▪ 生成系AIの現状と活用

レポート作成
質問（user）

▪ 医療分野において、どのようにAIが活用されている
のかをインターネットなどを使って調べて、調査結果
をまとめたレポートを作ってください。

▪ レポートは、目的、方法、結果、考察の４つの章か
ら成ります。

▪ 目的には、幾つかあるAI活用の例から、あなたが選
んだ活用事例を、何故選んだのか、また、選んだ目
的がなんであるのかを書いてください。方法には、ど
のようなホームページを使って調査したのかを書いて
ください。 結果には、調査からわかる客観的な事
実を書き、考察には、結果に基づいてあなたは何を
どのように感じたのかを書いてください。

▪ レポートの文字数は800文字以内としてください。

役割(system)

▪ あなたは日本の医療系大学の薬学部に在籍する
１年生だとします。

▪ あなたは、対話型AIに対する興味を持っていて、
最近、自分でも、対話型AIを使い始めてその能
力を体験し始めているとします。

▪ レポートを作成するにあたって、インターネットを調
べればすぐにわかるような一般的な内容ではなく、
あなたが興味を持っていること、つまり、生成系AI
を中心に、深く切り込んだ内容のレポートを作ってく
ださい。

16▪ 生成系AIの現状と活用
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国家試験問題
質問（user） 役割(system)

▪ あなたは日本の医療系大学の薬学部に所
属する大学教員だとします。

▪ 実務経験を有しつつも、病態・薬物治療を
専門領域とします。あなたの回答には、問
題ごとの正答番号に加えて、解説も含めて
ください。

▪ あなたの解説は、薬学部１年に通う学生が
読みます。そのことをあなたは知っていて、薬
学部１年に通う学生が読んで十分に理解
できるような内容にまで落とし込んで解説を
作ってください。

17▪ 生成系AIの現状と活用

グループワーク
▪ これから、４名の学生の間でグループワークをします。４名の学生を学生A、学生B、学生C、学生Dとします。学生のキャラクターは
下記のとおりです。

▪ 学生A:学生Aは薬学部２年生の男子学生です。得意科目は生物であり、成績も優秀である。父親が薬局を運営する薬剤師で
あり、将来は、その薬局で勤務したいと考えている。学生B:学生Bは看護学部２年生の女子学生です。得意とすることはコミュニ
ケーションである。おじいちゃん子で、人にやさしいが、ちょっと、気弱なところがある。学生C:学生Cは栄養学部２年生の女子学生で
す。料理を得意としていて、特に、中華料理が得意です。中国への留学経験もあり、現地で、中華料理を学んでいます。学生D:
学生Dは医学部２年生の男子学生です。高校の時からすべての強化で特に優秀な成績を上げていて、難関大学の医学部に入学
しました。外科医を目指していて将来は大学病院に勤めたいという夢を持っています。

▪ 今回は、４名の学生の間で、「コロナ禍を経験したことが、将来、医療従事者として勤務するうえで、どのような効果や影響をもたらす
のか」をテーマとしたディスカッションをすることとなりました。まずは、全員がコロナ禍における学生生活を振り返って、それが、学生生活に
どのような影響を与えたのかの体験談を話し合うことから始めます。そのあと、徐々に、テーマに沿ったディスカッションを始めるという感
じで、グループワークをしたとき、それぞれの学生が、どのような発言をするでしょうか。

▪ 学生A:〇〇〇〇〇〇
▪ 学生B:〇〇〇〇〇〇
▪ 学生C:〇〇〇〇〇〇
▪ 学生D:〇〇〇〇〇〇

▪ という形式でディスカッションを続けてください。

18▪ 生成系AIの現状と活用

API

• systemコマンドに特定の役割を記載することで、例えば、常に、「調剤薬
局に勤務するかかりつけ薬剤師」を演じさせることができます

シナリオに沿ったロールプレイ

• 送信したデータがGtp-4の学習用データとして利用されることがありません

オプトアウトによる情報保護

• API Keyを所有するユーザーがすべての費用を負担するので、個々の利
用者が費用を負担することはありません

利用コストを公費負担

19

情報センターでは、Chat GPT-APIサービスを開始します

• systemコマンドに特定の役割を記載することで、例えば、常に、「調剤薬
局に勤務するかかりつけ薬剤師」を演じさせることができます

シナリオに沿ったロールプレイ

• 送信したデータがGtp-4の学習用データとして利用されることがありません

オプトアウトによる情報保護

• API Keyを所有するユーザーがすべての費用を負担するので、個々の利
用者が費用を負担することはありません

利用コストを公費負担

▪ 生成系AIの現状と活用

Chat GPTで何ができるのか

20▪ 生成系AIの現状と活用

+API
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レポート添削

21▪ 生成系AIの現状と活用

レポート添削

22▪ 生成系AIの現状と活用

ルーブリック評価の結果を個別
最適化してフィードバック

フィードバックを目的としており成
績判定には不使用

AIに対する反論や自分の見解
を再評価

AIの回答に対する適度な信頼
と健全な懐疑心を醸成

日々の疑問の相談役

23▪ 生成系AIの現状と活用

教員には尋ねられな
いような小さな疑問

授業が進むにつれて
学修の大きな障壁

随時、解決の糸口
を学生に提供

日々の疑問の相談役

24▪ 生成系AIの現状と活用

信頼性、有用性、新
規性を評価させる

批判的観点を持って
信ぴょう性を自身で検
証する
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25
high image quality, high detail and accuracy, high quality, masterpiece. 
Illustrations that evoke the image of a Quiet topic.

アヒルが乗ったアヒル型の自転車

思い
描いて
ください

アヒルが乗ったアヒル型の自転車

画像生成AI
（DALL E）
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画像生成AI:何がAIなのか
▪ 生成AIは文章や画像を作成するとき、具体的な過去の著作からのコピーペー
ストは行いません。基本的にはゼロから作成します。ただし、そのベースになるの
はこれまでに蓄積された情報（著作物）です

▪ 「武蔵野美術大学「生成系人工知能（生成AI）についての学⾧からのメッ
セージ」」より

29▪ 生成系AIの現状と活用

生成のプロセス:どのようなプロンプトであればどのように生成するのかを予測

GAN

画像生成AI:何ができるのか

30▪ 生成系AIの現状と活用

思い通りの挿絵や写真を作って、授業教材に使える（学習モデルの利用規約を確認）

31
high image quality, high detail and accuracy, high quality, masterpiece. 
Illustrations that evoke the image of a coffee break.

融合した生成AI
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融合した生成AI:何ができるのか

33▪ 生成系AIの現状と活用

融合した生成AI:何ができるのか

科目 情報処理演習

履修者 約70名

授業形態 ５名程度のグループワーク

テーマ インターネットを安全に使うためには

▪ 生成系AIの現状と活用

融合した生成AI:何ができるのか

35▪ 生成系AIの現状と活用

批判的観点を持って回答の正確性を検証するなどしてもらっています

生成系AI活用への探索

• AIアバターなどの直感的なインターフェースを介すことで、例えば、グループ
ワークに、様々な学部に所属する学生を演じるAIアバターを参加させれ
ば、AIの発言にリアリティーを持たせながら学部の枠を超えた議論を展開
できる可能性もあります。

グループワーク

• 学生の質問を受け付ける相談役として、様々な分野の専門家を演じた
り、多様な学生のスキルに合わせた表現方法で回答を提示したりするこ
とも可能です。

学生対応

36▪ 生成系AIの現状と活用

83



生成系AI活用への探索

個別最
適化

持続可
能性

リアルタ
イム性

37▪ ご清聴ありがとうございました

限界と
可能性

教員と
AI たくさんある

手立ての
１つとして

• Chat GPTの組込みシステムや画像生成AIサーバを独自に開発・運用し始めています
• 授業に生成AIを使ってみたい、画像生成をしていたいなどご要望があればお問い合わせください

批判的観
点の醸成
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合理的配慮の考え方と実践

令和5年度全学FD研修

心理科学部 柳生 一自

合理的配慮とは

• 合理的配慮とは、障害のある人が日常生活や社会生活をおくる
上での困難さを、一人ひとりに合わせた周りからのサポートや
環境の調整によって軽減するための配慮のこと

・・・ですが、今回は個人的な思いも含めてお話しさせていただきます・・・

脳性麻痺の方の介助ボランティア

• 私事:学生時代、重度の脳性麻痺の方の介助
ボランティアをしていた。

• 一人暮らしで、24時間介助が必要な方で
あったが、当時の公的な在宅支援は月10時
間くらいのヘルパー派遣のみ。

• 介助ボランティアを電話をかけてはスケ
ジュールを埋めていた。

• 個人的には、おかしいな??と思っていた。

飛んでけ!車いすの会
フィリピンツアー（1999年）
飛んでけ!車いすの会
フィリピンツアー（1999年）

障害をもった人が一人で暮らす権利はないのだろうか?

• 1950年代、脳性麻痺者の当事者団体「青い芝の会」が結成さ
れた。当時は、障害者に対する露骨な差別があり、家族が
障害者の存在を隠そうとする傾向も強かった。脳性麻痺者の
多くは外出を禁じられ、家族から厄介者扱いされるような状況
であった。

• 1960年代から同会員の結婚や地域での自立生活が開始され、
「脳性麻痺者が生まれ育った家や施設を出て、生活保護を受け
ながら地域社会で生活する」ことが行われるようになった。

権利獲得のための当事者による闘争
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私見ですが・・

• 四半世紀前に比べると、障害を持つ人が自立生活をおくる環境
（サービス）は整ったと言えるかもしれない。

• 一方で自ら権利を主張して勝ち取ってきた人たちとは、権利を
主張するといった気持ちは薄れているようにも見えた。（最初
から与えられたもの）

• かつての障がい者運動を戦ってきた人たちから見ると「最近の
若者は・・」と見えているのかも・・・

権利獲得のための戦いは終わった?

障害者権利条約と障害者差別解消法

• 2006年、国連で「障害者の権利に関する
条約」が合意に達した。審議過程では
”Nothing about us without us”の言葉
に象徴されるように、障害当事者が
積極的に関与した。翌年日本も署名。

• 条約では障害の「医療モデル」から
「社会モデル」の変更という考え方が
反映されていた。

International Disability Alliance

障害の医療モデルと社会モデル

• 「医療（個人）モデル」とは、障害者が困難に直面するのは「その人に
障害があるから」であり、治さなければいけない対象となり、克服すべき
ものと考える。それに対して「社会モデル」は、「社会こそが『障害
(障壁)』をつくっており、それを取り除くのは社会の責務」と考える。

• 学校や職場、街のつくり、慣習や制度、文化、情報など、健常者を基準に
したものが多い。「社会モデル」では、そうした社会のあり方こそが
障害者に不利を強いていると考える。「障害があるから不便」なのでは
なく「障害とともに生きることを拒否する社会であるから不便」

人として同じ権利を有しているはず

障害の医療モデルと社会モデル

医療モデル 社会モデル
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障害者差別解消法

• 国連の「障害者の権利に関する条約」の締結に合わせて、国内
法制度の整備の一環として、障害の有無によって分け隔てられ
ることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社
会の実現に向け、障害を理由とする差別の解消を推進すること
を目的として、2013年6月、「障害を理由とする差別の解消の
推進に関する法律」（いわゆる「障害者差別解消法」）が制定
され、2016年4月1日から施行された。

障害者差別解消法

•差別的取り扱いの禁止
行政機関、民間事業者は、障がいを理由とした不当な差別的取り

扱いを禁止。障がい者の権利利益を侵害してはならない。

•合理的配慮の不提供の禁止
行政機関等が事業を行う際、障がい者から社会的隔壁の除去を必

要とする意思の表明があった場合、実施に伴う負担が荷重でないと
きは、社会的障壁を除去するために合理的な配慮をしなければなら
ない。法改正により2024年4月より民間事業者も義務化となる。

EqualityとEquity（均等と公平・公正）

大学における合理的配慮の実践方法大学における合理的配慮の実践方法
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紛争から建設的対話へ

• 障害学生支援の場で「紛争」というと、揉め事をイメージされ
る。しかし、大学等と学生等とが対立した状況で、自己の利益
の実現のため、相互に要求と拒絶を行なっているプロセスを、
「紛争」と理解する。

• 例えば、学生がエレベーターの設置を要求したのに対し、大学
がコストを理由にその要求を受入れない状況（対立した状況）
で、学生と大学が一歩も譲らず、エレベーターの設置に関して
相互に要求と拒絶をしているプロセスが「紛争」となる。

日本学生支援機構WEBサイトより一部改変

紛争から建設的対話へ

• 「建設的対話」とは、学生の抱える困難を解決するため、大学等と
学生等がお互いに協調するプロセスをいう。

• 例えば、学生がエレベーターの設置を要求したのに対し、大学は
コストを理由にその要求を受入れず、学生の困難を解消しうる
代替案として教室変更措置を提案したとする。学生はその提案を
納得して受入れる、加えてインターネット中継も希望し、大学が
受け入れる、といったプロセスが「建設的対話」となる。

• ここでは、双方の意向と事情が考慮に入れられつつ、学生の困難の
解決に向けた協力がなされている。

日本学生支援機構WEBサイトより一部改変

アドボケイト（代弁者）としての役割

• 障害をもつ学生は、学生生活のさまざまな場面で、何らかの
困り感をもっているかもしれない。

• しかし大学にいるのは数年で、これまで合理的配慮を受けてい
なかった場合には、自らの当たり前の権利だ、と大学に訴え要
望することは難しいだろう。

• 自分の甘え、わがままではないかと考えていたり、あるいは
言っても変な目で見られるのではないかと不安になる学生も
いるかもしれない。

アドボケイト（代弁者）としての役割

• 昨今、大学に入学したばかりの学生は、自ら権利を主張して
行動を起こせる学生はあまりいないと考えた方がよいかもしれ
ない。

• 障害学生を支援する教職員は最も身近な味方であることが
望まれる。学生のアドボケイト（ともに権利を主張してくれる
存在）でありたい。

• そうでなければ大学の権利を代表するものになってしまい、
適切な合理的配慮には至らなくなる。
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公平な態度

• アドボケイトをしていくということは、学生の希望をそのまま
叶えるといったわけではなく、社会正義に基づいた公平な態度
も必要となる。支援担当の教職員は、障害学生支援についての
専門的な知識を深めていく必要がある。

• 個別に学生とのコミュニケーションをとりながら、より適切で
公平な合理的配慮のあり方を考えていくことが求められる。

本質変更不可

• 合理的配慮は、学生間の機会平等を実現するものであり、また教育
の本質を変更するものではない。機会平等が損なわれる事態と、事
柄の本質が変更される事態は、ときに同時に生じる。

• 例:学生が、得意科目で習得した単位を、不得意な語学系科目・情
報系科目の単位として認定してほしい（卒業要件を変更して単位認
定をしてほしい）と要望したところ、大学がディプロマ・ポリシー
の観点から、要望を認めなかった。この例では、学生の要望が、
ディプロマ・ポリシーに照らして教育の本質部分を変更するか否
か、他の学生との機会平等を損なうか否かが問題となる。

日本学生支援機構WEBサイトより

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

• 北海道医療大学は、大学および各学部学科の教育理念・教育目
的に基づいた教育目標の達成に向けて、全学教育および専門教
育科目を履修し、保健・医療・福祉の高度化・専門化に対応し
うる高い技術と知識、優れた判断力と教養を身につけ、各学部
学科が定める履修上の要件を満たした学生に対して「学士」の
学位を授与します。

アドボケイト建設的対話紛争

公平な態度

ディプロマ・ポリシー 個人特性への理解

対話・コミュニケーション
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機会平等と本質的変更不可

機会平等 本質的変更不可

当学での合理的配慮の実際当学での合理的配慮の実際

本学での合理的配慮

• WEBサイト上に案内
• 相談連絡先、申請書など

進め方について記載
• 合理的配慮の除外例も記載

北海道医療大学WEBサイトより

障がい学生支援相談員 
近藤 尚也 講師 (看護福祉学部臨床福祉学科)
西郷 達雄 講師 (心理科学部臨床心理学科) 

当学でのこれまでの合理的配慮の実践
配慮・支援内容等障害等内容

授業担当者へ配慮依頼(授業中の薬服用、飲料、氷嚢等の使用、楽な姿勢、室温調整、重
いものを持たせない等)

起立性低血圧・アレルギー喘息・左肩関節不安定症
（Ehlers-Danlos症候群）2018

UDトーク、iPad導入(教員の音声の文字 化)による支援。副担任の配置(相談体制 の構築)。聴覚障害 2級(感音性難聴 右102dB、左101dB)

講義中の一時退席、遅刻、後部席配置への配慮身体表現性障害

授業や試験時の吸入器の使用、授業時の吸入前後の飲水気管支喘息2020

空気が悪いときは廊下に出て呼吸を整える。保健室で休ませてもらう、車椅子で迎えに来
てもらう。解離性障害、バセドウ病、身体表現性障害

パソコンの使用許可配慮若年性突発性関節炎(乾癬性関節炎)、起立性低血圧
症、片頭痛

発作止めが効かない場合は保護者連絡。体力が無く、基本的に運動は難しい。運動をした
り体力が落ちていると発作が起こりやすく、発作止めが効かない場合は親へ連絡気管支喘息

講義科目は、可能な限り録画。一部レジュメの電子配信ADHD2021

ネッカチーフ使用、携帯加湿器の使用
両側声帯麻痺(障害者手帳2級) 、腎不全(経過観察中) 、
化膿性汗腺炎(経過観察中) 、シラカバ花粉症、果物過
敏症

2022

体育見学左下腿切断(義足)(身体障害4級)
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入学者数に対しての新規合理的配慮

合理的配慮割合
（%）

新規合理的配慮
学生数全学入学者数

0.117202021年度

0.327702022年度
ちょっと少ないかもしれません・・ちょっと少ないかもしれません・・

特に精神疾患・神経発達症への合理的配慮が少ない

• 5年間で身体疾患8名に対して、精神疾患・
神経発達症は3名（神経発達症は１名）、
１名は身体・精神疾患重複

• 身体疾患に比べて、障害の本質が見えにくい。
• 本人の不適切な言動や行動が、性格的な要素

（なまけもの、やる気がない、反抗的など）
に捉えられ、誤解されていることがしばしば
ある。

• 教員からみると、陰性感情（腹がたつ）が
生じやすい。

神経発達症

• 神経発達症（発達障害）と呼ばれてきた、脳の機能的な多様性
による症候群

• 一つの疾患ではなく、発達期に生じた複数の疾患概念を総称
したもの。

• DSM-5における自閉スペクトラム症（ASD）、注意欠如多動症
（ADHD）、限局性学習症（SLD）を取り上げる。

• さらに知的能力障害、発達性協調運動症（DCD）、チック症、
コミュニケーション症などが神経発達症に含まれる。
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通常学級にも神経発達症はたくさんいるかも・・

• A群はLD、B群はADHD、
C群はASDを想定

• 各群の割合はA群4.5%、
B群3.1%、C群1.1%

• （ただし診断に基づいた
調査ではない）

文部科学省初等中等教育局特別支援教育課. 
通常の学級に在籍する発達障害のある可能性のある特別な教育的支援を
必要とする児童生徒に関する調査結果について (2012)

神経発達症の概観（DSM-5）

知的能力障害

注意欠如多動症

自閉スペクトラム症

限局性学習症

知能指数

7070 100100

自閉スペクトラム症

• 社会的コミュニケーションおよび対人相互反応の欠陥および、
行動、興味、活動の限定された反復的な様式を特徴とする。

• 暗黙のルールの理解が苦手
• 場の空気を読まない言葉、行動

自閉スペクトラム症の大学生

• 教職員からいわれたことを正確に理解できず、指示通りできな
い、ことなった行動をする。

• 会話で細部にこだわる一方で本質的から外れたやりとりをする。
• 良好な対人関係を構築できず、集団から孤立する。
• 場にそぐわない発言などで、周囲の人の気分を害する。
• 緊張や不安が高まったときに、感情をコントロールできず、急
に退室してしまう。
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授業などでの対応

• 授業や提出物などについてはルールを明確にしておく。
（曖昧な指示理解が困難）

• 学外実習などでは、事前に実習施設を見学する。
（言葉から想像するのは苦手だが、実際に見たり経験したこと
からは学びやすい）

• 援助希求しやすい窓口

注意欠如多動症（ADHD）

• 不注意と多動・衝動性を特徴とする。
• 有病率は子どもの約5%、成人の
約2.5%と神経発達症でもっとも多
い。

• 多動・衝動性は年少男児に多く、
目立つ。

• 不注意のみの症例は女児や年⾧者に
多い。目立たない。

注意欠如多動症の大学生

• 誤字脱字、ケアレスミスが多い。メールなどでも添付ファイル
忘れや宛先を間違う

• 大事なもの、スケジュールを忘れる
• 片付け、計画的な行動が苦手
• 優先順位をつけられず、とっちらかる
• 失敗経験が多く、叱責されることが多い場合、自己肯定感が
低い学生もいる

授業などでの対応

• 気が散りにくい環境づくり（座席、パーティション、雑音）
• 締め切りの延⾧は、さらに延びるので??
• ⾧時間の集中が難しく、適宜休みをとる。
• 一緒に計画をたててみる。タスクを細かく分けていく。
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限局性学習症（SLD）
• 読字の困難(dyslexia)、書字の困難(dysgraphia)、算数の困難
(dyscalculia) があり、適切な介入が行われても存在する。

• 暦年齢・知的能力に比較して、著明にかつ定量的に低く、学業
や職業遂行能力に影響を及ぼす。

• 知的能力障害や感覚器の障害ではない。

意味・音・文字

ディスレクシア（読字障害）は、
ここができない！

限局性学習症の大学生

• 読み:読むのに時間がかかる。読んでも頭に入ってこない。
英語が極端に苦手。

• 書き:漢字が書けない。手書きの提出物の文字が乱れる。自分
で書いた文章をあとで読めない。

授業などでの対応
• 試験時間の延⾧
• 読み上げソフト、アプリの活用
• 漢字のルビ振り
• レポートはパソコンで
• 音声入力ソフトの活用
• 口述試験
• 書籍の電子化
• 板書の撮影
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神経発達症がなぜ大学で配慮されにくいのか?

• 診断をうけておらず、本人にもその自覚がない。
• 診断や自覚があっても、合理的配慮を受けられるといった知識
がない。

• 合理的配慮について知っていても、窓口を知らない、申請する
気持ちになれない。

啓発活動とアドボケイトとが必要かもしれません

合理的配慮の難しい場面

• ディプロマ・ポリシーが求めるような、学びの本質的な部分と
障害学生のもつ困難が近接する場面

• 例えば、実習場面で患者さんに共感的に話を聞かなければいけ
ない課題を「コミュニケーション」に障害を抱える学生に求め
なければいけないとき

午後のワークショップで取り上げていただきます

合理的配慮の実践へ向けての課題

対象となる障害の判断（その根拠資料のあり方）
合理的配慮として何をどこまでするのか
個人の教員（あるいは相談担当者）が決めるのでは
なく、大学全体として、実践を積み重ね共有していく
必要がある

Take Home Message

学生だけでなく国民みな、合理的配慮を受ける
権利がある
紛争→建設的対話→アドボケイト
見えにくい障害には、教職員の知識を深める努
力も必要
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Thank you for listening!Thank you for listening!
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リハビリテーション科学部 言語聴覚療法学科 下村敦司 合理的配慮の基本的な考え方

習得すべきこと
習得するための

方法
支援・配慮の
ニーズ

変更不可 変更可

教育機会の保証:
成績評価法・基準を
調整する。

教育の質の保証:
学修内容の本質は
変えない。

医療系教育の質の保証に必要なこと

• 学修内容の本質は変えない。

• 医療職としてプロフェショナリズムを育成する（資料）*。

• 臨地実習では、教育の質を維持するため、患者の安全確保が必須となる
（安全配慮義務）。

*＜引用＞アンプロフェッショナルな学生の評価
京都大学医学部学務委員会臨床実習倫理評価小委員会

発達障害をもつ方の特性

①初めての学修スタイルへの不安
• 見通しがもてない
• 新奇なことへの不安が先立ち、落ち着いて状況を把握できない
②臨機応変な対応

• 急な予定の変更や突然の指示にうろたえる
③対人的コミュニケーション

• 実習担当者との関係 ･実習生同士 ・利用者（患者・家族）との関係
④ 「事前の相談」「途中の連絡」「事後の報告」

• 組織、チームとしての役割や、その必要性を認識しにくい
⑤精神的な緊張感や疲れの自覚

• 体調の悪さを自覚できない、疲れや緊張のバロメーターがわからない

臨地実習で顕著化する障害特性は以下の通りある*。これらは、プロフェショナリズム
または安全配慮に影響することがほとんどである。

＊＜引用＞ 独立行政法人日本学生支援機構 令和２年度 障害学生支援専門テーマ別セミナー
西村優紀美 基調講演I発達障害学生に対する学修支援の在り方～資格取得に係る学部の合理的配慮に関して～
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教育の質の保証と合理的配慮の間に生じる問題

教育の質の保証 合理的配慮厳密さ 柔軟さ

どう対応したらよいのか?

優先すべきことはなに?

特に一見して障害が分かりづらく、臨地実習で苦手とすることが多く求められる発達障害
をもつ又は疑われる学生について、教員と実習指導者で、この問題が生じる。

課題１
発達障害をもつ又は疑われる学生について、臨地実習で生じ
うる場面・問題点を具体的に挙げて くだ さい 。なお 、先述の各
①～⑤特性に関するこ とに限って く だ さい 。

グループディスカッション

＊小さな目標を立てながら少しずつ最終的な目標に近づけてゆく方法

課題２
課題１で挙げた各場面・問題点に対する、配慮支援・教育
支援策を考えて くだ さい 。ただし 、 “医療系教育の質 ”は保証
して くだ さい 。また 、支援内容によっては、方策にスモールス
テ ップ *の考えを反映して く だ さい 。
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2023年度 全学FD研修

レクチャー、ワークショップ

テーマ１「ChatGPTを活用した低学力学生への学習支援方法の
開発を目指して」

鹿内浩樹（薬） 進藤つぐみ（薬） 山城寿樹（薬）
根津尚史（歯） 永野恵司（歯）

舩橋久美子（看） 橋本菊次郎（福）

20230803

1.ChatGPTは意外と使える

• 使ってみて、思ったより使いやすく、親しみやすかった。

EX.

・国試問題の作成・解答・解説も可能！
・AIに「役割」を設定してディスカッションを体験
・「低学力学生は何がわからない?」への回答
・どのような話題でも質問できた！

国試問題の作成・解答・解説も可能！

ChatGPT-4を使えばさらに精度の良い回答が得られる。

• 実際には、正確な情報（プロンプト）を伝えないと効果的な回答が得
られないため、そこに問題のある低学力学生にとっては課題となる。

• 学生に積極的に活用させる

“推しのアバター”

2.ChatGPTを対象学生に
どう使ってもらうか

AIに「役割」を設定してディスカッションを体験
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3.ChatGPTの活用のきっかけづくり
と継続するために

• きっかけづくり
➡関心のある主題、趣味から始める（推しアバターに質問させる）

・低学力の学生に対して
➡楽しむ、親しむという機会づくり、きっかけから、ロジカルな文章を
読む・書く機会とする。
➡推しアバターと対話させる形（学生は関心を持つ）で、自分の問題に
気付かせる。

・継続のために
➡授業にChatGPTの活用を取り入れる

どのような話題でも質問できた！

4. ChatGPTを使いこなせるカリキュラム

学生が正しく活用できるように、ChatGPTの使用方法に関する講義を行う。

全学的なレクチャー（現在すでに実施中）

＋

学部・学科に求められる学修目標に沿ったGPT
（継続的に使う）

EX. 紙上事例で行っている演習を、APIを活用し事例患者設定を事前に行うことで、
学生が自らアバター（事例患者さん）に語りかけながら主体的な情報収集ができる。

5.ChatGPTを使いこなせたら

・学生の思考の言語化力の改善
→わからないことを言葉で伝えられるように

工夫する力が身につく

→客観的に物事を考えられる力が身につく

・アバターとの会話を通して自己分析が可能
→自分の苦手・わからない部分を見つけられる。

→簡易的な問題解決ツールとして利用できる。

・前向きに学習を取り組むきっかけづくり
→これまでの机に向かって行うだけの学習ではなく、

より手軽に学習に向き合いやすくなる。

→隙間時間を利用した学習がより充実したものになる。

学生の思考力
アップ

現実のコミュニケ
ーション力の向上

ご清聴ありがとうございました。

こちらもAIにより生成されたイラスト（アバター）になります。

Memeplex.app

101



参考）ChatGPT3.5 の体験を体験して

・薬学部の場合、レポートは少ない。低学力の苦手分野に特化して問題を作る
➡手間が省ける。繰り返し、問題を作れます。

・学生によって調べる質量が違う
➡低学力の学生は、問題を読み解けてない。
➡ChatGPTに出題の仕方をヒント貰える。

・勉強の仕方がわからない学生が多い。苦手な部分を出してもらって、勉強方法
を提案してもらう。一連の流れを押させつつ助言等が得られるので、相談相手
のように使えると思った。

・ロールプレイングなど学生にしたら優しいので、学生にとっては良
いかもしれない。

・批判的な思考について→ChatGPT＋教員

・低学力の学生をどのように使わせるか？（ロジカルな説明ができな
いと使えない？）

参考）ChatGPT3.5 の体験を体験して

・何をしたら良いかわからない学生に対して

➡できるだけ、開かれた質問をさせるように
➡最初の質問は教員が決める？
➡質問テンプレートを用意する。
➡テスト問題として、誤りを指摘させるもの。
➡学生が使うより、教員がChatGPTを使って、まずは教員側が
➡ChatGPT側に質問してもらい、学生が答えるスタイルもできるか。
（立場を逆転させる）

参考）ChatGPT3.5 の体験を体験して

➡レポートができている学生は試験も高得点。
➡ChatGPTでレポート作成してくる学生は、そのまま（読まずに）
提出しそう。試験もできない。

➡楽しむ、親しむという機会づくり、きっかけから、ロジカルな文章
を読む機会とする。

➡「ただ、使ってごらん」ではダメ。
➡アバター使ったりすると、親しみやすい。

参考）ChatGPT3.5 の体験を体験して
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発達障害に対する
臨地実習での合理的配慮

発達障害をもつまたは疑われる学生について、臨地実
習で生じうる場面・問題点を具体的に挙げてください。

課題1で挙げた各場面・問題点に対する、配慮支援・
教育支援策を考えてください。但し、医療系教育の質
の保証してください。支援内容によっては、方策スモー
ルステップの考えを反映してください

課題1

課題2

報連相ができない

【現象】
評価、訓練で勝手な行動をとる
虚偽報告をしてしまう
遅刻、早退に関することを自己判断してしまう

【原因】
具体的に言われないと適切な行動ができない
想定外の対応ができない
優先順位が付けられない

対応方法

【臨地実習に行くまで】
困っていることを言語化できるよう訓練
教員へ相談する習慣づけ
困ったときのマニュアル作成
→ 学生の特性に合わせた対応を検討
→ 1年生から教員同士で情報共有

【臨地実習に行ってから】
質問する時間を設けて頂く（報連相しやすい環境作り）
指導者側から定期的な確認作業
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適切なコミュニケーションがとれない

【現象】
挨拶ができない
必要な情報収集ができない
失言をしてしまう
 フリートークができない

【原因】
日常的、一般的ルールが理解できない
相手の気持ちを想像できない
共感性がもてない
会話の仕方を知らない

対応方法

【臨地実習に行くまで】
低学年時からの挨拶指導
自身の会話の特徴を理解する
自身のコミュニケーション能力を把握する
 コミュニケーション技術を習得する
会話フォーマットの作成
振り返りを事後にする
接遇マナー講師による講義の活用

【臨地実習に行ってから】
問題が起こった後に何がいけなかったか、どうしたらよ
かったかを振り返る

作成したフォーマットを活用する

まとめ

低学年時からのコミュニケーション教育

教員の援助がなくても遂行できるようにする

発達障害に対する理解を深める

合理的配慮を受けながら臨地実習を
終えられるために
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令和 5 年度 北海道医療大学全学ＦＤ研修（テーマ編） 

実施結果（参加者アンケート集計結果） 
 

 

＜実施概要＞ 

開催日：2023（令和 5）年 8 月 3 日（木） 

開催方法：対面・Zoom ハイブリッド［全体会］と対面［レク＋WS］の併用 

メインテーマ：学生を中心とした教育をすすめるために 

サブテーマ：低学力、要支援学生への対応策の新時代～生成系 AI 活用への探索 

 

＜アンケート集計概要＞ 

回答者： 44 名（ワークショップ参加者 25 名［FD 委員含む］、視聴参加者 76 名） 

※延べ参加者数 101 名 

 

 

 

Ｑ１.ＦＤ研修の日程について 

今回のＦＤ研修の日程は適当でしたか 

 

適当 不適当 

40 4 

 

 
 

 

Ｑ１－２ Ｑ１で不適当を選択した方へ 

不適当とご回答の場合はその理由やご意見をお願いします 

 

・オープンキャンパスの準備や試験の採点時期と重なるため。 

・定期試験期間とも重なり研修参加が難しい時期である。 

・PT 学科では毎年この時期に臨床実習 1 があり、ほぼ同じ教員しか参加できない 

・まだテスト期間であるので、仕事としては忙しい時期にあたるため。 

 

 

ＦＤ研修の時間配分について 

Ｑ２．時間配分は適当だと感じましたか 

 

適当 不適当 

43 
ＷＳ参加 視聴参加 

1 
ＷＳ参加 視聴参加 

22 21 1 0 
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Ｑ２.で不適当を選択した方へ 

Ｑ２-２.不適当とご回答の場合はその理由やご意見をお願いします 

・ワークショップが長かった。 

 

 

アンケート回答者の参加区分について 

 

ワークショップ参加 視聴参加 

23 21 

 

 
 

 

ワークショップについて 

Ｑ３. ワークショップについてのご意見、ご感想をお願いします（回答はワークショップ参加者のみ） 

 

・隣のグループと席が近いので声が気になりました。 

・どの先生も積極的で参加姿勢が素晴らしく、内容も勉強になりました。 

・色々な学部、学科で苦慮している事例を共有し、対応策を議論することができて大変有意義な 

ものになりました。 

・今回のワークショップはとても興味深かったので、他学部の先生方とも情報交換ができてよかっ

たです。 

・今回のワークショップは課題の設定が少し難しかったですが、興味深い内容で他の参加者とも白

熱した議論をすることができたので、非常に有意義でした。ワークショップにおけるハンドアウ

トが事前配布だけでなく、当日も配布があったり、ハンドアウトに課題の詳細があるなど、もう

少し指示が充実しているとより良い活動になったかと思います。 

・今回は 1 テーマについて 1 グループの発表だったので、複数グループの意見も聞いてみたいと思

った。 

・他学科の先生方と意見交流をしながら進められ、とても有意義な時間でした。 

・参加された先生からいろいろとお話を伺うことができ、わたくしも大変参考になりました。 
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・講師のミニレクチャーを入れて、議論が深まったと思われます。もう少しプロダクト作成の時間

が短くても良いかもしれないと思いました。発表の時間を守れるよう指示が必要かと感じました。 

・非常に勉強になり、楽しく参加させていただきました。先生方とのディスカッションもとても有

意義な時間でした。このような機会を頂戴し感謝申し上げます。 

・ChatGPT の体験ができたことが非常に大きな収穫でありました。この体験だけでも本学のすべて

の教員に体験してもらうように検討していただけると良いと思います。 

・有意義でした。 

・ChatGPT という技術革新に触れられたことに感謝します。 

・他学科での実習状況などの情報交換ができてよかったです。 

・レクチャーを交えたワークショップは、参考となるアイディアが提供されることから、議論がス

ムーズに進み、とても良い形式だと感じた。 

・２グループの会話が重なり、聞き取りにくいことがあった。 

・司会や発表者などの役割分担を最初に決めるのは仕方ない面もあると思うが、向いていない方が

担当されると、議論が停滞する。 

・ChatGPT のイメージが変わりました。言い回しの工夫や使い方次第で活用方法は広がると感じま

した。学生だけでなく、自分自身の仕事や自己研鑽にも利用していこうと思います。 

・話し合いをスムーズに行うための環境整備がもう少し行われていると良い。制作物を共有するた

めの道具（モニターや付箋など）。 

・ワークショップの前にレクチャーがあり、すんなりテーマに入っていけた。 

・大変有意義でした。学部の FD でも同じテーマでワークショップを行おうと思います。 

・内容は大変、勉強になった内容です。ChatGPT も体験、学ぶことができ、また二瓶先生のサポート

があったのも大変良かったと思います。 

 

 

ＦＤ研修全般について 

Ｑ４. 今回の FD でよかった点、悪かった点についてご記入願います 

 

＜良かった点＞ 

・非常に興味深いテーマのレクチャーでした。それぞれとても分かりやすかったです。 

・午前中の講演が 2題とも非常に興味深かったです。 

・新しい内容で良かった。特に午前の二瓶先生。 

・AI に関する話題を聞けたのが良かった． 

・Chat GPT について興味があったので、情報を知れて良かった。 

・生成系 AIの教育への応用の可能性について学ぶことができ、大変有意義なＦＤでした。ありがと

うございました。 

・AI と合理的配慮の専門の先生から基礎的な話がお聞きできてよかったです。 

・生成 AI に対して正しい認識を持つことができる内容が非常によかった。 

・発表全体でスライドが見やすく、音声も聞きやすかった。二瓶先生の演者のカットイン形式の発表

方法はよかったので、やり方を教えてほしい。 

・チャット GPTの使い方や授業での活かし方を学ぶことができた。低学力の学生に対しての具体的

な使い方を考える必要があると思った。また、合理的配慮が必要な学生に対しても対応の仕方に

ついて学ぶことができた。 

・2つのテーマとも、現在の教育現場で話題、課題となっている内容だったので、興味深かったで

す。 

・午前の部のレクチャーをご担当された先生方のご講演が非常に勉強になりました。柳生先生のご

講演で動画音声が流れなかったのは、画面共有のときにサウンドを共有にチェックを入れず画面

共有されたのかもしれないと思ったので（もちろん PCやシステムとの相性もありますが）、動画を

使用される演者がいらっしゃる場合は事前に事務の方が確認ないし情報共有して頂けると幸いで

す（視線と読み上げがどのようにリンクしていたのか興味があったため）。 

・視聴参加でしたが、ChatGPT についてのレクチャーは、名前以外はあまり知らなかったものにつ

いて見聞するよい機会となりました。 

・合理的配慮に関する概念は理解していただいたと思いますので、実際に申請するまでの流れを知

りたいと思いました。 
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・ChatGPTの表面的な良し悪しではなく，仕組みを踏まえた活用について勉強できたところがよか

ったです。 
・よかった点は綿密に計画・準備されていた点です。でも共有のための方法として、付箋紙の粘着が

弱くてボードに貼り付けても落ちてしまい、セロテープなど文房具もあったら良かったと思いました。

時間超過した点は改善できたら良かったと思います。柳生先生のご講演は大変勉強になりました。 

・講義の内容がどちらも大変興味深く、勉強になりました。別のワークショップへの参加でしたが、講

義を聞いてみると ChatGPTの体験もしてみたくなりました。 

・特にありません。FD委員の先生方、準備などありがとうございました。 

・テーマはどの教員にも興味深く、時代の流れにそった内容でしたので、楽しんで参加することがで

きました。ワークショップはこれまで参加したことがない人もおり、課題に対するアプローチについ

ても多くの部分が丸投げでしたので、もう少し具体的な指示をその場でしていただけるとより有意

義な時間になったのかなと感じました。 

・Chat GPTの具体的な利用例を知ることができて良かったと思います。 
・ワークショップの前にレクチャーがあったので、その後のワークショップがスムーズに実施されたと

思う。 
・事前配付資料があったので分かりやすかった。 
・興味深いテーマであり、大変勉強になった。 
・２つのテーマに絞ったこと、ミニレクチャーを入れたことなどが良かったと思います。 
・ミニレクチャーがあることにより、スムーズに話し合いができました。 

・まだ使い方が各個人で確立していない ChatGPT というツールは、低学力の学生に対しての学習

方略としてまだまだ議論する必要があり、実際の教育の現場で実践し、その振り返りを継続して

精査していくことが必要だと思います。今回の FDはその最初のきっかけになった、という点が良

かったと思います。 

・生成系 AI を知る機会になった点は大変良かった。 

・両テーマともに各学部で解決すべき内容だったので良かった。両テーマを別々の部屋で議論させ

た方が集中できて良かったと思います。 

・当日については特にありません。 

・レクチャーがあった点が良かった 

・教員の交流の効果、普段よりも広い視点での思考ができました。 

・ワークショップに講師が参加して頂いたことは非常によかった。講師の先生にもっと積極的に議論

に参加してもらいたかった。 

・実際に体験して具体的なイメージを掴みやすく、テーマに対する話し合いだけでは終わらずに、こ

れからの自分自身の勉強にもなるテーマでした。とても実のある、研修だったと感じています。 
・良かった点は参加された先生が皆さん前向きに取り組んでいた。 
・他学部の教員と交流が図れた。 
 

＜悪かった点＞ 

・合理的配慮に関する概念は理解していただいたと思いますので、実際に申請するまでの流れを知

りたいかと思いました。 

・昼食時間が削られ過ぎて、食事を丸飲み込みして走って戻りました。 

・使用教室の環境。隣のグループと声が混ざり聞き取りにくい部分があった。 

・ありません。 

・休憩の時間が短く、休息や食事の時間が十分に確保できなかった。 

・無線を事前に準備しておけばよかったです。 

・進行管理がもう少しはっきりしていると時間が守れて良かったかと思いました。 

・ワークショップの際、もう一方のグループとの距離が近く、こちら側のディスカッションの声が聞きに

くいことがありました。 

・悪かった点は個別の問題・合理的配慮のはなしでおわってしまったので、大学の仕組みとしてどの

ようなものが提案できるか話し合えたら良かった。 

・ワークショップ直前のレクチャーが片方のみで AI体験ができなかったこと。 
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・グループが 4 グループでも良かったのでは? 

・内容としては満足であり、時間もこのくらい要することは参加してみて理解できましたが、なかなか

1日取られ、また昼休みも移動も含めるとかなり短かったので、大変でした。 
 

 

今後のＦＤ研修に向けて 

Ｑ５. 今後の FD 研修で取り上げるべきテーマなどのアイデアがあればご提案ください 

 

・勉強しない学生がやる気を出す方法を知りたい。 

・AI については今後も進歩していくと思われるので，AIの活用例などについては引き続きテーマに

しても良いのではないか？ 

・個人情報保護法関連、著作権関連、情報セキュリティ関連（教職員の ICT リテラシ向上のための

取り組み） 

・どこまでの低学力者を救うのか（人的、時間的資源の限界、慢性化すると教員がジリ貧になる）。

長い目で見たら入試の段階で切った方がよくなるラインはどこなのか（短期的には学生数減少に

よる授業料収入の低下、長期的にはストレート国試合格率向上による優秀な人材に対する最高

の広報効果をどう見るか）。 

・教員自身の教授方法のスキルアップについて。例えば、グループワークのファシリテートの仕方や

効果的な教材の紹介など。 

・FD とは違うかもしれませんが、ジェンダーに関するトイレ問題は一度話し合ってみてもいいかもし

れません。 

・初等中等教育での学修背景を踏まえた低学力学生への対応について，発達障害グレーゾーンの

学生対応について 

・プレゼンの仕方や魅力的な講義資料の作り方など 

・特にありません。 

・全学の FD研修では、今後も教員全体が興味を持てるような内容が良いかと思います。今回の低

学力の学生へのアプローチは、今後も引き続きさまざまな角度から取り上げていただきたい大変

重要なテーマかと存じます。これに加えて、決して優先順位は高くありませんが、アイディアの一

つとして、大学院を目指す学生の発掘、研究活動の充実という面でのテーマも良いかなと感じま

した。 

・対話系以外にもある様々な AI を大学教育に取り入れるとしたら、どのような方法があるかなどを

ディスカッションするなどあろうかと思います 

・メインテーマは継続して、サブテーマを時期にふさわしいものにしていくと先生方の教育ニーズに合

致すると思いました。 

・生成系 AI に関しては引き続き取り上げていただけると嬉しいです。 

・Chat GPT について 

・FD研修はいろいろなテーマで議論されてきたと思います。その中で実践したものを全体で評価す

る、得られた結果・データを精査するという振り返りの FD、というのはいかがでしょうか。 

・今回のテーマをレベルアップさせて継続させるべき。 

・更に ChatGTPの活用を模索するテーマが良いと思う。 

・今回の話題に類似したものが良いように思います。 

・学内の食事環境の改善。特に、夜や休日でも、それなりに満足できる食事を入手できる店舗や設

備の充実について 

・引き続き、AI技術に発展が見られた場合には随時このような研修（学習や生活に活かせる方法の

提案など）を設けていただけると嬉しいです。 

・とくにありません 

・来年度も AI関連のテーマを継続してほしいです。 

・ChatGPT については継続的に、また同じ内容で他の教員も参加したほうが良いかと思いました。 
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